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「
よ
う
こ
そ
岡
城
へ
」

Taketa Public Relations
広報たけた
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地
域
の
実
情
は
…
…

　

７
月
22
日
、
福
祉
関
係
者
や
地

元
企
業
・
商
店
、
自
治
会
員
な
ど

２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で
埋
め

尽
く
さ
れ
た
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
。「
新
し
い
地
域
さ
さ

え
愛
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
竹
田
」―

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

づ
く
り
の
構
築
を
目
指
し
た
討
論
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
初

め
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

第
３
弾
と
な
る
今
回
は「
地
域
で
で

き
る
移
動
支
援
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
多
く
は

買
い
物
や
通
院
の
移
動
が
困
難
」「
運

転
免
許
証
を
返
納
し
て
も
、
駅
や
バ

ス
停
が
遠
く
移
動
に
困
る
」な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
地
域
の
問
題
点
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

移
動
弱
者
の
支
援
に
向
け
て

　

移
動
弱
者
の
生
活
を
支
え
る
移
動

支
援
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
く
、
費
用
を
最
小
限
に
抑
え
な
が

ら
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

ほ
か
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
、医
療
・
福
祉

関
連
の
送
迎
バ
ス
な
ど
多
様
な
実
施

主
体
に
よ
っ
て
運
行
さ
れ
て
い
る
移

動
サ
ー
ビ
ス
を
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
運
用
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 　

市
で
は
関
係
機
関
か
ら
な
る「
移

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を

今
年
４
月
に
立
ち
上
げ
、
先
進
地
事

例
を
参
考
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
型
」の

モ
デ
ル
事
業
　
運
行
開
始

　

買
い
物
や
医
療
機
関
な
ど
へ
の

外
出
が
困
難
な
市
民
の
交
通
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、
市
で
は
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア（
住
居
か
ら
目
的
地
へ
）

型
の
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

を
10
月
２
日
㈪
か
ら
始
め
る
予
定
で

す
。
運
行
の
対
象
エ
リ
ア
は
入
田
・

嫗
岳
・
宮
砥
の
各
地
区
と
玉
来
の
一

部
で
、
竹
田
・
玉
来
地
区
中
心
部
の

公
共
施
設
や
病
院
な
ど
が
降
車
場
所

に
な
り
ま
す
。
運
行
日
や
運
行
時
間

地
域
で
で
き
る「
移
動
支
援
」に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
高
齢
化
率
44
・
３
％
（
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
）。
急
速
な
高
齢
化
に
加

え
、
小
規
模
な
集
落
が
広
域
に
点
在
し
、
鉄
道
や
バ
ス
の
運
行
路
線
か
ら
離

れ
た
地
域
が
多
い
竹
田
市
。
生
活
す
る
た
め
に
は
自
家
用
車
に
よ
る
移
動
手

段
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状
の
な
か
で
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い「
移
動
弱

者
」が
80
歳
以
上
で
は
８
％
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
・
過
疎
化

の
進
行
に
よ
り
一
層「
移
動
弱
者
」が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ふ
れ
愛
、
さ
さ
え
愛
の
ま
ち
づ
く
り

↑フォーラムでは200人を超える参加者が、移動支援の
課題や解決策について話し合いました

年代別の移動手段

↑65〜69歳では８割を超える自家用車での移動
手段は、年齢が上がるにつれ低下するが、自家
用車に替わる移動手段が少ないことが分かる

年代別の移動困窮の状況

↑80歳以上では自分で移動できない困窮者が
８％にのぼる

↑公共交通の運行が少ない地域では移動に困っ
ている方の割合が10％を超えている

※出典：住民アンケート調査（H27・H28）

地区別の移動困窮の状況（75歳以上）
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等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
企
画

情
報
課
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
推
進
室（
☎
63

―
４
８
０
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

初
の
試
み
！
菅
生
地
区

「
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

　

42
％
を
超
え
た
高
齢
化
率
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
も
56
％
に
達
し
て
い

る
菅
生
地
区
。
地
区
住
民
が
集
ま
っ

た「
福
祉
懇
談
会
」や「
よ
っ
ち
は
な

そ
う
会
」で
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
問
題
が
、
移
動
手
段
を
持
た
な

い
方
に
対
し
て
の「
買
い
物
支
援
」で

し
た
。

　

菅
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

菅
生
地
区
同
様
、
急
速
に
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
佐
伯
市
本
匠
地
区
を
視

察
。
買
い
物
に
行
く
機
会
が
少
な
い

高
齢
者
を
対
象
と
し
た「
買
い
物
支

援
サ
ー
ビ
ス
」の
取
り
組
み
に
ヒ
ン

ト
を
得
た
の
が
、
８
月
11
日
に
行
わ

れ
た
今
回
の
試
み
で
す
。

  

「
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
利
用
者
の
家

ま
で
迎
え
に
行
き
、
玉
来
の
商
業
施

設
で
買
い
物
を
し
て
も
ら
っ
た
あ
と
、

家
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
高
齢
者
世
帯

も
増
え
、
商
業
施
設
が
遠
い
菅
生
地

区
で
初
め
て
試
み
た「
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
」。
地
域
の
課
題
に
対
し

て
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
た
」と
菅
生
地
区
社
協
会
長

の
添
田
紀
夫
さ
ん
。

　

こ
の「
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
」は
、

年
越
し
の
買
い
物
に
利
用
し
て
も
ら

お
う
と
年
末
に
も
行
う
予
定
で
す
。

久
住
地
域
で
は
移
動
支
援
の

新
し
い
形
ス
タ
ー
ト

　

8
月
8
日
、
久
住
地
域
で「
地
域

滞
在
型
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
博
愛
会
と
社
会
福

祉
法
人
豊
和
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
涌わ
く

楽ら
く

感か
ん

な
ど
が
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
立
ち
上
が
っ
た「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｋク
Ｕ
Ｋク
Ｕ
Ｌル
Ｕ
」。
こ
の
Ｋ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
が
運
転
免
許
証
を
持
た
ず
、

買
い
物
や
通
院
な
ど
外
出
に
不
自
由

を
感
じ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
等
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

利
用
者
は
自
宅
や
最
寄
り
の
集
会

所
か
ら
送
迎
車
両
に
乗
車
。
拠
点
と

な
る
中
心
部
の
施
設（
久
住
高
原
南

山
荘
、
久
住
加
藤
医
院
）に
移
動
し

ま
す
。
そ
の
施
設
か
ら
商
店
や
金
融

機
関
、
病
院
な
ど
帰
り
の
送
迎
時
間

ま
で
自
由
に
行
動
で
き
ま
す
。

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
こ
の

「
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」に
よ
り
、
外

出
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
起
こ
し
、

そ
し
て
独
居
の
高
齢
者
に
地
域
と
の

繋
が
り
が
生
ま
れ
る
な
ど
の
効
果
も

併
せ
て
期
待
で
き
ま
す
。

　

地
元
の
社
会
福
祉
法
人
と
市
社
協
、

民
間
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
コ
ラ
ボ
し
た

「
移
動
支
援
」の
新
し
い
形
。
実
現
を

可
能
に
し
た
関
係
者
の
方
の
熱
意
に
、

「
移
動
支
援
」の
可
能
性
、
そ
し
て
地

域
で
支
え
合
う
こ
れ
か
ら
の「
ま
ち

づ
く
り
」が
見
え
て
き
ま
す
。

■今月の表紙

「ようこそ岡城へ」
　国指定史跡岡城跡で来訪者に
お配りする巻物。岡城の歴史や城
内の地図を記された巻物は、やま
なみ福祉会で作られています。紐
つけ、巻付けなど５工程を利用者
が分担。１か月で３千本製作して
います。
　岡城を訪れた際は、巻物を手
に散策を楽しんでみてはいかがで
しょうか。

撮影場所　国指定史跡岡城跡
　９月は「障害者雇用支援月間」です。この月間では障が
い者の雇用、職業的自立を支援する取り組みを展開して
います。
　竹田市飛田川の社会福祉法人やまなみ福祉会では、障
がい者の自立と社会参加を支援するため、生産活動を通
じて就労に必要な知識や能力の向上を図っています。

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

地域でできる「移動支援」について考えよう

9月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,570　人（−   33人）
男　性　10,541　人（−   29人）
女　性　12,029　人（−      4人）
世帯数　10,413世帯（＋３世帯）

※平成29年８月１日現在の住民基本台帳による

   2   地域でできる「移動支援」について考
えよう

   4   いざ！和牛の頂点！竹田が誇る代表
牛が全国に挑む

   5   温泉利用型健康増進施設認定／中学
生新聞特派員、長野県中野市へ

   6   国民文化祭おおいた2018に向けて
   7  竹田市職員採用試験／救急あんしん

ポットをご存知ですか
   8   まちの出来事
10   私たち、地域おこし協力隊です
11   学び舎／まるごと博物館
12   竹田市のこよみ
14   たけたん情報
20   休日・夜間の在宅当番医院／市民が

主役！健康一直線
21   図書館に行こう
22   市長コラム「有由有縁」
23   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち

～／アッパレ！ 100歳ほか
24   郷土の植物／すくすく１歳

広報

↑買い物を済ませてバスに乗り込む利用者。「買
い物支援を通じて外に出ることができ、また
車内では利用者どうし会話も弾んで楽しい１
日になった」と今回のお試し運行に喜びの声

↑利用者を出迎える「NPO法人KUKULU」の関係者

　

地
域
の
課
題
を
協
議
す
る「
よ
っ
ち

は
な
そ
う
会
」や「
竹
田
市
さ
さ
え
愛

ネ
ッ
ト
」に
参
加
し
て
、
地
域
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
竹
田

市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会（
☎
62
―

２
１
２
２
）ま
た
は
竹
田
市
高
齢
者
福

祉
課（
☎
63
―
４
８
０
９
）ま
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



4広報たけた  平成29年９月号

第11回全国和牛能力共進会 宮城大会　9/7ー11開催

竹田が誇る代表牛が全国に挑む

いざ！和牛の頂点！竹田が誇る代表牛が全国に挑む

全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
５
年
に
一
度
、
一
堂
に
集
め
て
そ
の

優
秀
性
を
競
う
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
。
通
称「
全
共
」。
和

牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
大
会
に
、
全
国
か
ら
代
表
牛
約

５
０
０
頭
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
と
、
地
域

の
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
市
場
価
値
が
高
ま
る
た
め
、
参
加
者
に
と
っ

て
も
県
や
市
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
威
信
を
か
け
た
大
会
で
す
。

　

そ
の
全
共
に
県
内
有
数
の
畜
産
振
興
地
域
の
竹
田
市
か
ら
過
去

最
多
５
頭
の
出
品
牛
が
挑
み
ま
す
！

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
９
月
７
日

か
ら
11
日
ま
で
、
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
。

畜
主
の
皆
さ
ん
が
入
念
に
手
入
れ
を
さ
れ
た
出

品
牛
が
竹
田
を
、
そ
し
て
大
分
県
を
代
表
し
て

全
国
の
舞
台
に
挑
み
ま
す
！

７
月
14
日
、
豊
後
玖
珠
家
畜
市
場
。

大
分
県
最
終
予
選
会
に
竹
田
市

か
ら
14
頭
の
候
補
牛
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。審
査
の
結
果
、第
２
区（
若
雌
１
）

の
部
で
は
後
藤
克
寿
さ
ん（
荻
・
恵
良

原
）の
出
品
牛
つ
る
号
が
、
第
４
区（
系

統
雌
牛
群
）の
部
で
は
佐
藤
忠
直
さ
ん

（
竹
田
・
長
田
尾
）の
ふ
み
あ
や
め
号
、

森
田
孝
子
さ
ん（
直
入
・
原
口
）の
ふ

み
ぎ
く
号
、
そ
し
て
清
水
康
博
さ
ん

（
久
住
・
向
原
）の
ふ
み
ろ
ま
ん
号
が

見
事
大
分
県
代
表
牛
に
選
出
。
ま
た

今
大
会
か
ら
創
設
さ
れ
た
復
興
特
別

区（
高
校
生
）の
部
に
お
い
て
、
大
分
県

立
三
重
総
合
高
等
学
校
久
住
校
が
大

分
県
代
表
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

い
ざ！
和
牛
の
頂
点！

　県共進会への出品は数多い。夫
婦、後継者で作業分担し効率化を図
る。「初めて全共に出品することに
なって戸惑いもあるが、最善を尽く
して頑張りたい。音楽姉妹都市を結
ぶ開催地の仙台市で竹田の名を広め
たい」

清水康博さん・眞弓さん夫妻（久住・向原）
　県共進会に３年連続出場。全共は初めて。「仙
台市まで長距離の移動となり不安もあるが、
大会までしっかり体調を整えて、地域の代表
として結果を残したい」

三重総合高校久住校うし部
　うし部は平成21年に発足。現在３人で22頭の牛を育てる。今回
出品する「はるか号」は、東日本大震災、熊本・大分地震からの復
興を願い名付けた。

吉田台楓さん（臼杵市出身・部長として部をまとめる）

  「全国でも珍しい部活動『うし部』のメンバーで上
位を目指したい。久住校、大分県の名を全国に轟
かせたい」
吉野由妃音さん（都野出身・発表者として意見発表を行う）

  「『はるか号』の名前に込められた私たち３人の復
興に対する思いを伝えたい」
佐藤望充さん（菅生出身・引き手として出品牛とともに出場）

  「引き手の緊張が牛に伝わる。日頃ブラッシング
などをして『はるか号』とコミュニケーションを
図った成果を発揮したい」

森田孝之さん・孝子さん夫妻（直入・原口）
　前回の長崎大会に続き連続出場を果たす。今
回４区の代表を務める。「３回目の出品となる
が、大分県の代表として上位に入ることができ
るよう、万全のコンディションで臨みたい」

後藤克寿さん（荻・恵良原）
　平成26年の県共進会では初出品で
農林水産大臣賞を獲得。全共出場は
初。「出品牛にストレスを与えない
ようにコンディションを整えて大会
を迎えたい。全共に出場できる今回
のチャンスを生かして日本一を狙い
たい」

佐藤忠直さん・さよ子さん夫妻（竹田・長田尾）

↑左から佐藤望充さん、吉野由妃音さん、吉田台楓さん
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温泉利用型健康増進施設認定／中学生新聞特派員、長野県中野市へ

国
民
保
養
温
泉
地（
環
境
省
指
定
）

と
し
て
、
市
内
の
指
定
宿
泊
施

設（
温
泉
完
備
の
旅
館
、
ホ
テ
ル
）な

ど
に
３
泊
以
上
宿
泊
す
る
と
給
付
や

特
典
が
受
け
ら
れ
る
日
本
初
の
取
り

組
み「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」を

推
進
し
て
い
る
竹
田
市
。

　

今
回
、「
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館

御
前
湯
」
と
「
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
」
が
、
厚
生
労
働
省

が
定
め
る
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進

施
設
」（
連
携
型
）
に
九
州
で
初
め

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
」
と

は
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
温
泉
を

利
用
し
た
健
康
づ
く
り
が
行
え
る
施

設
で
、
全
国
に
20
施
設
あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
で
要
件
を
満
た
し
た
温
泉

療
養
を
行
う
と
、
施
設
の
利
用
料
金

や
施
設
ま
で
の
往
復
の
交
通
費
な
ど

に
つ
い
て
、
所
得
税
の
医
療
費
控
除

（
最
高
限
度
額
２
０
０
万
円
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
温
泉
利
用
型
健
康
増

進
施
設
」
は
、
同
じ
建
物
内
に
温
浴

施
設
と
運
動
施
設
が
一
体
的
に
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
し
た
。

し
か
し
、
全
国
に
は
両
施
設
が
近
い

距
離
に
あ
り
、
連
携
し
て
利
活
用
で

き
る
温
泉
地
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
27
年
6
月
、
竹
田
市
な
ど

全
国
の
７
自
治
体
が
国
に
要
望
。
平

成
28
年
度
か
ら
要
件
が
緩
和
さ
れ
、

竹
田
市
は
、
温
泉
利
用
指
導
者
や
健

康
運
動
指
導
士
ら
を
配
置
す
る
な

ど
、「
御
前
湯
」
と
「
竹
田
市
直
入

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
が
連
携
し

た
施
設
と
し
て
申
請
。
７
月
に
温
泉

力
協
力
協
定
を
結
ん
で
い
る
北
海

道
・
豊
富
町
の
施
設
と
と
も
に
、
連

携
型
第
１
弾
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
温
浴
施
設
と
運
動
施
設
が
連
動

し
た
新
た
な
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課　

☎
63
―

４
８
１
０　

竹
田
市
商
工
観
光
課　

☎
63
―

４
８
０
７

御
前
湯
と
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設（
連
携
型
）」に
認
定

↑「長湯温泉療養文化館御前湯」（上）
と「竹田市直入B&G海洋センター」

　市では９月から施設を利用した温
泉療養の申請を受け付ける予定で
す

　

今
年
1
月
、
宮
城
県
仙
台
市
と
長
野

県
中
野
市
、
そ
し
て
大
分
県
竹
田
市
は

音
楽
姉
妹
都
市
と
し
て
友
好
の
絆
を
結

ん
で
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
竹
田
市
か

ら
初
め
て
中
野
市
に
中
学
生
学
校
新
聞

特
派
員
を
派
遣
。
８
月
８
日
か
ら
３
日

間
、
竹
田
中
学
校
生
徒
会
長
の
熊く
ま

懐だ
き

美み

有ゆ

さ
ん
（
３
年
）、
副
会
長
の
添そ
え

田だ

海み
ゆ

斗と

さ
ん
（
同
）、
総
務
の
井い

出で

み
ち
る

さ
ん
（
同
）
の
３
名
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
原
風
景
が
広
が
る
大
地
に
豊

か
に
実
る
ぶ
ど
う
や
り
ん
ご
、
桃
な
ど

の
果
物
、
生
産
量
日
本
一
の
え
の
き
た

け
、
ま
た
３
０
０
０
曲
も
の
メ
ロ
デ
ィ

を
生
ん
だ
作
曲
家
の
中
山
晋
平
と
「
故ふ
る

郷さ
と

」
を
作
詞
し
た
国
文
学
者
の
高
野
辰

之
、
そ
し
て
伝
統
工
芸
の
土
人
形
な
ど
、

多
く
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
中
野
市
。

　

３
名
の
特
派
員
が
中
野
市
立
高
社
中

学
校
の
生
徒
と
交
流
し
、
歴
史
文
化
に

触
れ
、
農
業
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
中

野
市
へ
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

↑左から熊懐美有さん、添田海斗さん、井出みちるさん

←中野市の伝統工
芸を体験。土人
形に絵付けをし
ました

↑桃の収穫体験。収穫したての桃はとても
甘くてジューシーでした

中野市立高社中
学校生徒会長
山岸成さん（3年）

　竹田中の皆さんは明るくて、フレ
ンドリーで、こういった交流の機会
を持つことができてよかったです。
竹田市の話をたくさん聞き興味が湧
いたので、竹田市に行ってみたいと
思いました。

音楽姉妹都市の長野県中野市に派遣

中学生学校新聞特派員、
新しい交流の絆を育む

中野市の人の温かさに感動
井出みちるさん

　私が中野市を訪れて感じたの
は出会った人の温かさです。中
野市役所では池田市長が優しく
迎えてくれ、土人形の絵付け体
験では私が作った作品をスタッ
フの皆さんが褒めてくれました。
短い時間でしたが、中野市のこ
とを学べ、中野市の皆さんの温
かさを感じられた充実した時間
でした。貴重な体験をさせてい
ただいたので、中野市の魅力を
多くの方に伝えていきたいです。

高社中の皆さんと仲良くなれた　 　 　  添田海斗さん
　中野市の特産の桃の収穫体験では、農家の方に収穫に適した
桃の選び方やその採り方を優しく教えてもらいながら、高社中
学校の生徒の皆さんと一緒に収穫しました。収穫作業をしてい
るあいだ、学校の部活動の話などで盛り上がり仲良くなること
ができました。収穫したばかりの桃はとてもみずみずしくて甘
かったです。中野市の農業や歴史について知ることができ、貴
重な体験ができました。

たくさんの魅力に出会え
た３日間　　 熊懐美有さん
　中山晋平記念館では、中山
晋平の生涯や音楽家になるま
での道のりが詳しく書かれて
いて、スタッフの方が竹田市
と中野市がなぜ姉妹都市を結
んでいるのかということも説
明してくれました。中野市の
歴史や文化を学ぶことができ、
たくさんの魅力に出会えた３
日間でした。この経験を生か
して、竹田市の歴史や文化に
も興味を持ち、学んでいきた
いです。
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第
９
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

　
日
本
文
学
研
究
者

国
文
学
研
究
資
料
館
長

ロ
バ
ー
ト  

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
が

　

竹
田
に
や
っ
て
来
る
！

日
時　

10
月
12
日
㈭

昼
０
時
30
分
～
受
付
／
開
演

午
後
１
時
５
分
開
会

場
所　

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
体

育
館

演
題　
「
ロ
バ
ー
ト  

キ
ャ
ン
ベ
ル
が

み
た
日
本
～
軸
足
を
か
た
め
、
世
界

へ
踏
み
出
す
一
歩
の
た
め
に
～
」

入
場
料　

学
生
・
一
般
入
場
無
料

（
予
約
制
・
当
日
空
き
が
あ
れ
ば
入

場
可
）

主
催　

竹
田
市
・
竹
田
市
教
育
委
員

会共
催　

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校

後
援　

公
益
財
団
法
人
川
端
康
成
記

念
講
演
会
・
茨
木
市
立
川
端
康
成
文

学
館

問
竹
田
市
文
化
政
策
課

☎
０
９
７
４
―

63
―

４
８
３
７

↑ロバート  キャンベル氏

国民文化祭おおいた2018に向けて

　

来
年
は「
第
33
回
国
民
文
化
祭
・

お
お
い
た
２
０
１
８
」及
び「
第
18
回

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い

た
大
会
」が
県
内
を
舞
台
に
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

竹
田
市
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
は

「
竹
田
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
１
８
」。
竹

田
市
独
自
の
歴
史
、
地
域
文
化
、
先

人
た
ち
の
功
績
と「
新
し
い
表
現
活

動
と
未
来
へ
の
第
一
歩
」を
結
び
つ

け
た
事
業
を
、
市
内
４
地
域
で
実
施

し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
11
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
分
県
主
催　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
10
／
１
㈰
開
催

　

気
運
醸
成
を
図
る
た
め
、
１
年
前

イ
ベ
ン
ト
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

●
ス
テ
ー
ジ
事
業

日
時　

10
月
１
日
㈰　

午
前
11
時
～

午
後
２
時

場
所　

芸
術
文
化
ゾ
ー
ン（
ｉ
ｉ
ｃ

ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
大

分
県
立
美
術
館
、国
道
１
９
７
号〈
歩

行
者
天
国
〉）※
雨
天
時
は
音
の
泉

ホ
ー
ル

内
容　

県
内
芸
術
文
化
団
体（
５
つ

の
ゾ
ー
ン
か
ら
選
出
）に
よ
る
伝
統

芸
能
の
披
露
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
等
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
展
示
事
業　

 「
大
分
県
美
術
展
覧
会（
県
美
展
）」

 

10
／
１
㈰
～
22
㈰（
県
立
美
術
館
）、

「
障
が
い
者
芸
術
の
特
別
展（
Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
！
）」10
／
27
㈮
～
11
／
５
㈰

（
県
立
美
術
館
）、「
プ
レ
街
中
ア
ー

ト
」10
／
１
㈰
～
11
／
５
㈰（
大
分

市
）ほ
か

●
そ
の
他
の
事
業

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
市
町
村
紹
介
ブ
ー
ス
の
設
置

ほ
か

問
大
分
県
国
民
文
化
祭
・
障
害
者
芸

術
文
化
祭
局　

☎
０
９
７
―

５
２
９
―

６
２
８
３

い
よ
い
よ
１
年
前
！　

国
民
文
化
祭
お
お
い
た
２
０
１
８
に
向
け
て

全
国
区
へ
押
し
上
げ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
！

竹田を「第７回荒城の月短歌大会」
今年の題詠は  「木」 または 「樹」

市民の皆さんの作品を募集しています！
【テーマ】 ①題詠「木」または「樹」　②自由題
【内　容】 作品は自作で未発表のものに限り、1テー

マにつき1人2首まで。２つのテーマのうちどち
らか、もしくは両方に応募可。題詠については
必ず「木」または「樹」の文字を入れること。読み
方は問いません。

【選　考】 選者：川野里子氏　(歌人、第15回若山
牧水賞受賞、竹田市出身)。 「一般の部」テーマ
ごとに最優秀賞１首・優秀賞２首・佳作10首。

「小・中学生の部」「高校生の部」テーマごとに最
優秀賞１首・優秀賞２首・佳作５首

　今年からさらに！　「特別賞」として、
　角川『短歌』編集部賞　１首(最優秀首より選考)

【発表方法】 入選作品は２月中旬に竹田市公式ホー
ムページ、「広報たけた」３月号誌上にて発表(予
定)。平成30年３月24日、「荒城の月短歌大会」
にて表彰します。（個別の通知は入選者のみ）

【応募方法】
⑴窓口持参、または郵送で提出する場合、指定応

募様式（公式ホームページよりダウンロード可
能）に必要事項を記入し提出。

　または、官製はがきに作品、住所、氏名 (ふりが
な)、年齢、電話番号を記入し郵送。 学校単位で
まとめて応募する場合には、青少年団体用様式
に、必要事項を記入し提出してください。

⑵メールにて応募の方は、公式ホームページを参
照してください。

【募集期間】 
　９月１日㈮～平成30年１月９日㈫　※必着

【作品応募先・お問い合せ】 
　〒878-8555　大分県竹田市大字会々1650番地
　竹田市役所 文化政策課(市本庁舎２階)「荒城

の 月 短 歌 大 会」係　 ☎0974-63-4837   E-mail：
bunka@city.taketa.lg.jp　http://www.taketa-
city.com/tanka/
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竹田市職員採用試験のご案内
竹田市では、次のとおり平成30年度に採用する職員の募集を行います。

【試験職種・職務内容等】
試 験 職 種 採用予定者数 受験できる年齢要件と職務内容等

事務職
(身体障がい者を含む) 数名程度

○昭和55年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の一般行政事務に従事します。

総合土木 若干名
○昭和55年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の専門（総合土木）業務に従事します。

消防職

消防士

若干名

○平成2年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

救急救命士

○平成2年4月2日以降に生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○救急救命士の免許を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

○受験資格等は、竹田市職員採用試験案内で必ず確認してください。
　受験案内・申込書等は、次の方法で入手できます。
１．　全職種とも、竹田市役所総務課（本庁舎２階）及び荻・久住・直入支所地域振興課に用意しています。また、

消防職については、消防本部庶務課にも用意しています。
　　　郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、返信用の封筒（Ａ４サイズ“角形２

号”）に宛先、名前をはっきり記入し、120円切手を貼って問い合わせ先（市総務課職員係）へ請求してください。
２．　受験案内は、竹田市の公式ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）にも掲載しています。試験案内及

び申込書等を印刷して利用できます。

【試験の日時及び試験会場】
　○第１次試験　　10月15日㈰  竹田市役所３階会議室

【申込受付期間等】（全職種）
　○受付期間　　９月11日㈪まで（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　○受付時間　　午前８時30分から午後５時まで
　○受付場所　　〒878-8555 竹田市大字会々1650番地（本庁舎２階）　竹田市役所総務課　職員係
　※郵送による申込書は、９月11日㈪までの消印があるものに限り受け付けます。
問竹田市役所総務課　職員係（本庁舎２階）
　〒878-8555　大分県竹田市大字会々1650番地　☎63-1111（内線216・217）

　

竹
田
市
で
は
1
日
に
平
均
４
件
の

救
急
車
の
要
請
が
あ
り
、
救
急
搬
送

さ
れ
た
76
・
６
％
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、

救
急
隊
は
ま
ず
、
本
人
の
状
態
、
か

か
り
つ
け
の
病
院
、
ど
の
よ
う
な
病

気
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
お
薬
を
飲

ん
で
い
る
か
、な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

特
に
、
ご
本
人
の
意
識
が
も
う
ろ
う

と
し
て
い
る
場
合
、
初
動
時
の
判
断

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
緊
急
時
に
「
救
急
あ

ん
し
ん
ポ
ッ
ト
」
が
役
立
ち
ま
す
。

「
救
急
あ
ん
し
ん
ポ
ッ
ト
」
は
、
主

治
医
や
緊
急
連
絡
先
と
い
っ
た
救
急

時
に
必
要
な
「
救
急
情
報
シ
ー
ト
」

を
、
専
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に

入
れ
、
ご
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ご
本
人
が

会
話
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
に
、

救
急
隊
が「
救
急
あ
ん
し
ん
ポ
ッ
ト
」

を
確
認
す
る
こ
と
で
、
到
着
か
ら
搬

送
ま
で
の
時
間
を
短
縮
で
き
、
か
か

り
つ
け
病
院
や
搬
送
先
の
医
師
と
速

や
か
な
連
携
が
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】

  

「
救
急
あ
ん
し
ん
ポ
ッ
ト
」
の
配
布

を
希
望
す
る
方
は
、
地
域
の
民
生
委

員
ま
た
は
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
配
布

は
地
域
の
民
生
委
員
が
、
次
の
対
象

者
の
う
ち
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
に

お
配
り
し
ま
す
。

【
対
象
者
】 

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世

帯
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
、
及
び
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
世

帯【記
入
方
法
】 

　

ポ
ッ
ト
内
の「
救
急
情
報
シ
ー
ト
」

の
表
面
は
ご
自
身
で
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
裏
面
の
「
医
療
情
報
」
は
、

市
内
に
あ
る
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
に
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
無
料
で
記

入
し
て
く
れ
ま
す
。

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課　

高
齢
者

支
援
係　

☎
63
―

１
１
１
１
（
内
線

１
３
８
）

も
し
も
！
の
時
に
あ
な
た
の
命
を
守
る

「
救
急
あ
ん
し
ん
ポ
ッ
ト
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

↑救急あんしんポット
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夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
に

第
34
回
子
ど
も
祭
り
in
な
お
い
り

　

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
活
動
し
な
が

ら
学
ぶ
機
会
を
作
ろ
う
と
、
８
月
３
日
、

「
第
34
回
子
ど
も
祭
り
in
な
お
い
り
」が

直
入
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
夏
休
み
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
昨
年
よ
り
27
人
多
い

１
６
５
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
木

工
や
陶
芸
、
押
し
花
な
ど
６
つ
の
教
室

で
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

暑さを吹き飛ばして

第37回日本一炭酸泉まつり
　７月29日から31日まで長湯温泉街で

「第37回日本一炭酸泉まつり」が開催され
ました。30日には恒例の青年神輿が温
泉街を練り歩き、祭りを盛り上げていま
した。また直入荘跡地横河川プールでは、
エノハのつかみ取りが行われ、大勢の子
どもや家族連れが参加、賑やかな声が響
いていました。

　夏空が広がった７月29日、「第31回
久住高原クロスカントリー大会」が久住
町南登山口の「日本一のマラソン練習
コース」で開催されました。今大会には
全国各地から1,088人がエントリー。参
加者たちは１周3,000m、高低差65mの
天然芝のコースを駆け抜けていました。

↑夏休みの楽しい思い出ができたよ！

↑多くの子どもたちが参加した「エノハのつかみ取り」

↑ゴールを目指し、走り出す選手たち

猛暑に負けない！

真夏の高原を駆け抜けて
第31回久住高原クロスカントリー大会

祖
母
山
系
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
記

念
式
典
＆
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

  

「
祖
母
・
傾
・
大
崩
山
系
」が
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
７
月
30
日
、
竹
田
市
神
原

で
記
念
式
典
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
親
子
連
れ
な
ど
約
70
名

が
参
加
し
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
問
題
に
答
え
な

が
ら
、
祖
母
山
麓
の
豊
か
な
自
然
が
広

が
る
約
４
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

↑ユネスコエコパークに登録された豊かな
自然を満喫

　

竹
田
市
菅
生
出
身
で
、
落
語
家
と
し

て
活
動
し
て
い
る
月つ
き

亭て
い

太た
い

遊ゆ
う

さ
ん
（
本

名　

後
藤
征
平
さ
ん
）
が
ふ
る
さ
と
に

凱
旋
。
７
月
29
日
、
道
の
駅
す
ご
う
で

「
と
う
き
び
落
語
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

月
亭
太
遊
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
頃
か

ら
友
だ
ち
を
笑
わ
せ
る
の
が
好
き
で
、

お
笑
い
芸
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
」
そ
う
で
、
高
校
を
卒
業
後
、
養
成

所
に
入
り
、
20
歳
の
と
き
に
漫
才
師
と

し
て
の
活
動
を
開
始
。
そ
の
後
、
第

26
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
お
笑
い
新
人
グ
ラ
ン
プ

リ
で
新
人
賞
（
漫
才
）
を
受
賞
す
る

な
ど
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
は
月
亭
遊
方
氏
に
入
門

し
、
落
語
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
。
昨
春
に
発
生
し
た
熊
本
大
分

地
震
を
き
っ
か
け
に
別
府
市
に
移
住
、

現
在
は
大
分
県
内
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
落
語
会
は
「
地
元
菅
生
の
人

に
落
語
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
月
亭
太
遊
さ
ん
の
思
い
か
ら
実
現
し

た
も
の
で
、
こ
の
日
は
お
よ
そ
80
人
が

会
場
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

月
亭
太
遊
さ
ん
は
、
古
典
落
語
「
時

う
ど
ん
」
や
「
寿
限
無
」
な
ど
４
つ
の

演
目
を
披
露
。
会
場
は
大
き
な
笑
い
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

  
「
演
目
の
途
中
で
お
客
さ
ん
の
携
帯
電

話
が
鳴
る
な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た

が
、
笑
い
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
知
り
合
い
が
多
い
な
か
で

緊
張
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
勉
強
し
た
こ

と
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
一
心
で

披
露
し
た
」
と
月
亭
太
遊
さ
ん
。
入
場

料
は
も
ら
わ
ず
、
お
代
は
農
産
物
な
ど

の
差
し
入
れ
で
Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ
の
落
語

会
。「
今
後
は
、
全
て
の
シ
ー
ズ
ン
で

開
き
た
い
。
竹
田
の
農
産
物
…
カ
ボ

ス
、
椎
茸
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
つ
け

て
。
秋
は
『
な
ば
落
語
会
』
か
な
（
笑
）」

と
話
し
、「
落
語
を
身
近
な
も
の
だ
と

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
学
校
で
出
前

授
業
を
行
い
た
い
。『
面
白
い
兄
ち
ゃ

ん
や
な
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

落
語
に
ラ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
た
「
ら

ぷ
ご
」
な
ど
現
代
的
な
感
覚
を
落
語
に

昇
華
さ
せ
る
手
法
で
若
者
か
ら
の
支
持

も
高
い
月
亭
太
遊
さ
ん
。
秋
に
開
か
れ

る
落
語
会
に
は
、
皆
さ
ん
農
作
物
な
ど

差
し
入
れ
を
持
っ
て
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
！

地
元
菅
生
で
落
語
を

月
亭
太
遊
さ
ん
が
落
語
会
を
開
催

↑「今後は季節ごとに落語会を開催し
ていきたい」と月亭太遊さん

まちの出来事

た け た

なつ
いろ
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大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
で

は
地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
て

よ
う
と「
竹
田
高
校
魅
力
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
、
夏
休
み
の
児
童
の
学
習
支
援

を
行
う「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
は
６
名
の
生
徒
が
直

入
小
学
校
を
訪
問
、
４
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
児
童
39
名
の
算
数
や

国
語
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

竹
田
高
校
３
年
の
後
藤
香
澄
さ

ん
は「
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
た
が
、
児
童
た
ち
が
理
解
し

て
く
れ
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
将
来
、
こ
う
い
う
職
業

に
就
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
」と

話
し
、
児
童
た
ち
も「
答
え
に
悩

ん
で
い
た
ら
、
優
し
く
分
か
り
や

す
く
教
え
て
く
れ
た
」と
高
校
生

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
サ
ポ
ー

ト
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

夏休みの学習をサポート
竹高生が「学習サポーター」で直入小学校を訪問

↑竹田高校の生徒６名が児童たちの夏休
みの学習をサポート

↑調印式では、竹田南高校の平野孝光理事長（写真左）
とヴェルスパ大分の清原裕輔副代表（右）、立会人
として首藤竹田市長が協定書に署名

「
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
夏
フ
ェ
ス
」大
盛
況

　

８
月
10
日
か
ら
27
日
ま
で
、
久

住
高
原
の
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
里
で
は「
Ｔ
Ａ

Ｏ
の
夏
フ
ェ
ス
２
０
１
７
」を
開
催
。

期
間
中
は
地
元
の
小
学
５
・
６
年
生

が
無
料
で
招
待
さ
れ
、
高
原
の
夏
を

盛
り
上
げ
る
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
体
感
し
ま
し
た
。

玉
来
ダ
ム
、
本
体
工
事
着
工
へ

　

大
分
県
で
は
玉
来
川
に
建
設
す
る

玉
来
ダ
ム
の
本
体
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
、７
月
25
日
、
竹
田
市

志
土
知
の
玉
来
ダ
ム
建
設
現
場
で
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

玉
来
川
流
域
で
は
河
川
の
氾
濫
が

た
び
た
び
発
生
、
被
害
を
受
け
た
地

元
で
は
ダ
ム
の
早
期
完
成
を
望
む
強

い
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

玉
来
ダ
ム
の
構
造
は
、
通
常
時
は

ダ
ム
本
体
下
部
の
開
口
部
か
ら
水
が

流
れ
出
る
こ
と
で
貯
水
さ
れ
ず
、
洪

水
時
の
み
堤
内
に
水
が
溜
ま
る「
流

水
型
ダ
ム
」で
、
平
成
34
年
度
に
完

成
予
定
。
洪
水
対
策
の
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

ま
ち
に
新
た
な
活
気
を
！

竹
田
南
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
創
設

に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

　

竹
田
南
高
等
学
校
が
、
日
本
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
所
属
の
ヴ
ェ
ル
ス

パ
大
分
の
支
援
を
受
け
て
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
を
創
設
、
来
年
春
か
ら
活
動

を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、７

月
28
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で「
学
校

法
人
稲
葉
学
園
と
ヴ
ェ
ル
ス
パ
大
分

と
の
竹
田
南
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

創
設
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
書
調

印
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
野
理
事
長
は「
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

寮
な
ど
サ
ッ
カ
ー
環
境
の
整
備
を
進

め
、ま
た
ヴ
ェ
ル
ス
パ
大
分
の
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、ハ
イ
レ
ベ
ル

な
サ
ッ
カ
ー
を
目
指
し
た
い
。
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
の
創
設
が
地
域
の
活
力

に
つ
な
が
れ
ば
」と
あ
い
さ
つ
。

　

竹
田
南
高
校
で
は
今
年
11
月
か
ら

生
徒
の
募
集
を
開
始
。
３
年
間
で
約

60
名
の
部
員
の
確
保
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

新
鮮
な
ト
マ
ト
に
愛
を
こ
め
て

　

８
月
17
日
、
市
内
７
つ
の
高
齢
者

福
祉
施
設
に
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
贈
る

「
第
38
回
ト
マ
ト
愛
の
定
期
便
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
の
田
平

茂
博
ト
マ
ト
生
産
部
会
長
は「
丹
精

込
め
て
作
っ
た
ト
マ
ト
を
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
元
気

に
夏
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
。

各
施
設
で
民
生

児
童
委
員
か
ら

ト
マ
ト
を
受
け

取
っ
た
皆
さ
ん

は
、
早
速
新
鮮

な
ト
マ
ト
を
味

わ
っ
て
い
ま
し

た
。

「
山
の
日
」の
８
月
11
日
、
竹
田
市

久
住
支
所
の「
久
住
高
原
美
術
館
」で

第
２
回「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
全
国
か
ら
69

点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
は

福
岡
県
う
き
は
市
の
宮
﨑
定
旨
さ
ん

の
作
品
が
輝
き
ま
し
た
。
宮
﨑
さ
ん

は「
５
月
の
さ
わ
や
か
な
早
朝
、
息

を
の
む
よ
う
な
く
じ
ゅ
う
連
山
の
風

景
に
出
会
い
作
品
を
仕
上
げ
た
。
賞

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
光
栄
で

す
」と
受
賞
し
た
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

最優秀賞は宮﨑さんの作品に
〜第２回「くじゅうの山」絵画コンクール〜

↑玉来ダム建設現場で行われた
安全祈願祭

↑憧れのＴＡＯのメンバーと触れ合う小学生

自治会連合会表彰
受賞おめでとうございます

　自治会長として地域住民の福祉の
向上と、豊かで明るいまちづくりの
推進に大きく貢献された髙堂寛治郎
さん（竹田・下町）と塩﨑美佐子さん

（竹田・寺町）に知事感謝状が贈られ、
石田和男さん（竹田・下木）と朝野春
夫さん（竹田・提灯谷）に県自治会連
合会から表彰状が贈られました。皆
さん、受賞おめでとうございます。

↑（写真左から）石田和男さん、髙堂寛治郎さん、
塩﨑美佐子さん、朝野春夫さん
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↑期間中は多くの人が城下町をまち歩きしながら、多彩
なアートに触れていました

宝
く
じ
助
成
金
で

伝
統
芸
能
用
具
を
新
調

　

久
住
町
の
中
心
部
に
あ
る
新
町
・

田
向
町
・
本
町
・
下
町
の
４
つ
の
自

治
会
で
組
織
さ
れ
る
久
住
夏
越
祭
り

４
町
会（
高
木
重
孝
会
長
）は
、
宝
く

じ
助
成
金
に
よ
り
お
囃
子
用
具
で
あ

る
太
鼓
と
笛
を
新
調
し
ま
し
た
。
久

住
夏
越
祭
り
で
の
山
車
の
奉
納
は
約

３
０
０
年
続
い
て
い
ま
す
が
、
過

疎
・
高
齢
化
に
よ
り
自
治
会
単
位
で

は
継
承
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
久
住

夏
越
祭
り
４
町
会
を
結
成
。
山
車
の

作
り
方
の
技
や
お
囃
子
を
継
承
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
伝
統
芸
能
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
と
、
地
域

主
体
の
活
動
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

竹
田
の
夏
を
ア
ー
ト
一
色
に

　

８
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
、
東

京
・
国
分
寺
の「
く
る
み
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」に
縁
の
あ
る
17
人
の
造
形
作

家
や
演
奏
家
が
竹
田
城
下
町
を
訪
れ
、

竹
田
の
作
家
と
と
も
に
絵
画
・
版

画
・
陶
芸
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

作
品
を
展
示
す
る「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
竹
田
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
下
町
８
か
所
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
竹
田
に
憧
れ
た

作
家
の
作
品
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。 ↑新調された太鼓

私たち、地域おこし協力隊です

　

竹
田
市
直
入
支
所
地
域
振
興
課
に

は
洲
鎌
凜
、
星
山
泰
和
の
２
名
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
と
も
に
４
月
１
日

付
け
で
着
任
し
ま
し
た
。

　

主
な
業
務
は
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
に

関
す
る
こ
と
。
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
の

知
名
度
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

  

「
沖
縄
県
出
身
な
の
で
、
竹
田
の
冬

の
寒
さ
が
心
配
で
す
。
ウ
ェ
イ
ク

ボ
ー
ド
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
な
が

ら
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
、

竹
田
市
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。（
洲
鎌
）」、「
ウ
ェ

イ
ク
ボ
ー
ド
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
他
に
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が

た
く
さ
ん
溢
れ
て
い
る
竹
田
市
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
星
山
）」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

直
入
中
学
校
で
は
土
曜
授
業
の
一

環
と
し
て
ニ
ー
ボ
ー
ド
を
体
験
。
ま

た
、
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
海
洋
ク
ラ
ブ

で
も
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
ら
れ
る

な
ど
、
徐
々
に
地
元
に
も
浸
透
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
メ
ジ
ャ
ー
な
競

技
の
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
。
２
０
２
４

年
に
開
催
さ
れ
る
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
正
式
種
目
と
し
て
採
用
さ
れ

る
か
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力

　

７
月
31
日
、
竹
田
市
国
際
交
流
員

と
し
て
、ア
ダ
シ
ャ
フ
ス
キ  

エ
レ
ナ

さ
ん（
26
歳
）が
着
任
し
ま
し
た
。

　

エ
レ
ナ
さ
ん
は
ド
イ
ツ
第
２
の
都

市
、ハ
ン
ブ
ル
グ
出
身
。
大
学
で
は

日
本
語
を
専
攻
し
、
平
成
24
年
９
月

か
ら
１
年
間
、
島
根
大
学
に
留
学
し

て
い
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
大
都
市
に
暮
ら
し
て

い
た
た
め
、
豊
か
な
自
然
が
あ
る
と

こ
ろ
で
働
き
た
か
っ
た
と
い
う
エ
レ

ナ
さ
ん
。
竹
田
を
初
め
て
訪
れ
た
と

き
、「
と
て
も
景
色
が
き
れ
い
な
と
こ

ろ
で
、
来
て
よ
か
っ
た
！
」と
思
っ

た
そ
う
で
、「
竹
田
の
人
は
み
ん
な
優

し
い
。
ド
イ
ツ
語
教
室
や
ド
イ
ツ
料

理
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
し
た
い
。
趣
味
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ヨ
ガ
、
写
真
も
楽
し

み
た
い
」と
流り
ゅ
う
ち
ょ
う暢
な
日
本
語
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
年
７
月
ま
で
の
任
期
の
間
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ド
イ
ツ
語
翻
訳

や
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
通
訳
と
し
て
活

動
さ
れ
る
エ
レ
ナ
さ
ん
を
、
皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

竹田市国際交流員に
エレナさん着任

↑洲鎌凜さん

↑直入中の生徒がニーボードを体験

↑星山泰和さん
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 “
夜
を
こ
め
て  

虫
の
清
め
し  

暁
ぞ
”

　

久
住
南
登
山
口
の
遊
歩
道
沿
い
に

こ
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
作
者

は
久
住
町
出
身
の
後
藤
是
山
で
す
。

　

是
山
は
明
治
19（
１
８
８
６
）年
、

久
住
で
生
ま
れ
本
名
は
祐
太
郎
。
久

住
小
学
校
を
明
治
29
年
に
卒
業
。
旧

制
竹
田
中
学
校（
現
竹
田
高
校
）を
卒

業
後
、
早
稲
田
大
学
を
中
退
し
て
明

治
42（
１
９
０
９
）年
に
九
州
日
日
新

聞
社（
現
熊
本
日
日
新
聞
社
）に
入
社

し
ま
し
た
。

　

２
年
後
に
記
者
修
行
の
た
め「
国

民
新
聞
」に
派
遣
さ
れ
、
上
京
し
ま

し
た
。
彼
は
こ
の
時
期
に
徳と
く

富と
み

蘇そ

峰ほ
う

を
は
じ
め
与よ

謝さ

野の

鉄て
っ

幹か
ん（
本
名
寛ひ
ろ
し

）・

晶あ
き

子こ

夫
妻
や
多
く
の
中
央
の
著
名
な

文
化
人
た
ち
と
接
し
、
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

　

２
年
の
修
行
を
終
え
て
復
社
し
た

是
山
は
、
新
聞
の
文
芸
欄
を
刷
新
拡

充
し
て
著
名
な
俳
人
、
歌
人
、
画
家

た
ち
を
紙
面
に
登
場
さ
せ
る
な
ど
文

化
の
新
風
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

大
正
７
年
に
は
編
集
者
兼
主
筆
に

な
り
、
新
聞
人
で
あ
り
、
俳
誌「
東

火
」を
主
宰
す
る
な
ど
文
化
人
と
し

て
活
躍
す
る
一
方
、「
肥
後
国
誌
」な

ど
郷
土
史
の
分
野
で
も
功
績
を
残
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和
６
年
、７
年
に
与よ

謝さ

野の

寛ひ
ろ
し

・

晶あ
き

子こ

夫
妻
が
久
住
高
原
を
訪
れ
た
際

に
は
、
熊
本
か
ら
駆
け
つ
け
て
久
住

の
後
輩
で
あ
る
工く

藤ど
う

元も
と

平ひ
ら（
久
泉
）や

町
長
の
渡わ
た

辺な
べ

丈じ
ょ
う

平へ
い

等
と
案
内
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
と
き
の
歌
が
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
61（
１
９
８
６
）年
、
99
歳
で

逝
去
。
あ
と
４
日
で
１
０
０
歳
で
し

た
。
熊
本
市
の
名
誉
市
民
に
選
ば
れ

旧
宅
が
記
念
館
と
し
て
水
前
寺
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
住
を
想
い
な
が
ら
熊
本
で
活
躍

し
た
大
先
輩「
後
藤
是
山
」は
元
竹
田

高
校
の
名
物
教
師
の
一
人
で
国
語
教

師「
後ご

藤と
う

是こ
れ

先
生
」の
父
君
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

（
河
野　

豊
）

※
参
考
資
料
／
工
藤
久
泉
資
料
・
熊

本
県
観
光
サ
イ
ト
な
ご
み
紀
行

　

竹
田
高
校
は
、
明
治
30
年
大
分
県

大
分
尋
常
中
学
校
竹
田
分
校
と
し
て

開
校
し
、
今
年
度
創
立
１
２
０
周
年

を
迎
え
る
県
下
で
も
屈
指
の
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
学
校
で
す
。
平
成
19
年

か
ら
県
の
進
学
指
導
重
点
校
に
指
定

さ
れ
、
進
路
実
績
に
お
い
て
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文

武
両
道
の
伝
統
の
も
と
部
活
動
も
非

常
に
盛
ん
で
、９
割
以
上
の
生
徒
が

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
運
動
部
で

は
山
岳
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

は
じ
め
、
弓
道
部
、
陸
上
競
技
部
の

九
州
大
会
出
場
な
ど
そ
の
活
躍
も
め

ざ
ま
し
く
、
文
化
部
で
は
書
道
・
吟

詠
部
や
器
楽
部
な
ど
が
各
種
大
会
で

好
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
県
の「
地
域
の
高
校

活
性
化
支
援
事
業
」に
指
定
さ
れ
、こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
魅
力
・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、こ
の

事
業
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
竹
田
高
校
☆
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
の
一
つ
目
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
」で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
ち
地
域
を

支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
Ａ

Ｐ
Ｕ
で
の
語
学
研
修
会
や
同
窓
会
海

外
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
竹
田
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、ま
ち
づ
く
り
の
面
白

さ
を
体
験
で
き
る
活
動
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
英
語
力
の
向
上

に
つ
い
て
は
、
授
業
だ
け
で
な
く
、

英
検
対
策
講
座
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

昨
年
度
と
一
昨
年
度
に
は
英
検
準
一

級
の
合
格
者
も
出
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
柱
は「
小
・
中
学
校
と

の
連
携
強
化
」で
す
。
地
域
の
小
・

中
学
生
と
ふ
れ
あ
う
機
会
や
小
・
中

学
生
を
様
々
な
形
で
支
援
す
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
で
、
竹
高
生
に
親
し

み
の
気
持
ち
を
も
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
夏
休
み
等
の
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
や
進
路
学
習
で
の
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、
部
活
動
の
合
同
練

習
会
な
ど
を
通
し
て
、
本
校
生
に
も

地
域
の
先
輩
と
し
て
の
自
覚
や
責
任

感
、
主
体
性
が
育
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

竹
田
高
校
は
１
２
０
年
の
伝
統
と

誇
り
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
整
え
、
地
域
の

皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
校
長　

木
戸
孝
明
）

１
２
０
年
の
伝
統
と
誇
り
を
胸
に

今
月
の
学
び
舎　

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校

↑ＡＰＵでの語学研修会

↑同窓会海外派遣事業(ベトナム・ホー
チミン)

↑後藤是山氏

↑久住南登山口に立つ是山の句碑

↑小学校での学習サポート

学び舎／まるごと博物館

久住で生まれ、熊本で活躍した新聞記者・文化人　後
ご

藤
とう

是
ぜ

山
ざん

ま
る
ご
と
博
物
館
143
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　　　   ９月は幼稚園・保育所・小学校・中学校・高等学校で、運動会、体育祭が開催されますが、
日時等詳細については各校に直接お問い合わせいただきますようお願いいたします。

木 THU 金 FRI 土 SAT 2017年（平成29年）

1 2
・第10回竹田市農業委員会総会 

13:30～（市役所本庁3階第5会
議室）

・第5回血栓フォーラムin竹田 
13:00～（竹田市総合社会福祉
センター）

・宮城地区よっちはなそう会　
14:00-16:00（宮城分館）

・第70回大分県民体育大会（先
行競技）　別府市ほか

7 8 9
・竹田温泉「花水月」休館日
・第11回全国和牛能力共進会 

～11日まで（宮城県仙台市）

・健康づくり教室「やさしいス
トレッチ」 14:00-15:00（竹田市
総合社会福祉センター）

・第70回大分県民体育大会（開
会式及び主日程）  別府市ほか

14 15 16
・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市歩こう会「市内散策」　

8:00 本町マルショク前集合　
☎62-2501（山本）

・第36回公民館見ちょくれ祭り 
9:30～開会（直入公民館）

・大分県民体育大会竹田市選手
団解団式　18:30～（ホテル岩
城屋）

21 22 23 秋分の日

・竹田温泉「花水月」休館日
・３歳児健診　受付：13:00～
（竹田市総合社会福祉センター）

・プレママ教室    受付：13:00～
  （竹田市総合社会福祉センター）

・こころの健康相談  13:30-15:30
（荻支所）　☎63-3346（竹田市

心の相談支援事業所）※要予
約（相談日の前日午前中まで）

・直入地区敬老会   10:00～開会
（直入公民館）

28 29 30
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談　10:00-

15:00（大分県豊肥振興局） ☎63-
1171（豊肥振興局）※要予約

・精神保健福祉相談　14:00-16:00
（ 大 分 県 豊 肥 保 健 所）　 ☎0974-

22-0162（豊肥保健所）※要予約
・健康づくり教室「簡単な筋トレ」 

14:00-15:00（竹田市総合社会福祉
センター）

・平成29年度竹田市老人クラ
ブ連合会スポーツ大会　8:30
～開会（竹田市総合運動公園）

９月

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田

９月20日㈬ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

お願い

人権学習学級
　どなたでもご自由に受講し
ていただけますので、ぜひお
気軽にご参加ください。

日時　９月６日㈬
　　　午後３時～
会場　竹田市役所３階会議室
内容　『えっ　そんなことが
　　　差別のもとなの？』
　　～ケガレ・迷信・差別～
講師　明尊寺住職
　　　藤村　暢さん
※受講を希望される方は事前
にご連絡ください。
問竹田市生涯学習課
　☎63-4817

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・９月１日・15日㈮13:30-15:30
　古町商栄会

【荻】
・９月12日・26日㈫13:00-15:00
　荻「しらみず」

【久住】
・９月12日㈫・21日㈭13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入】
・９月８日・22日㈮13:00-15:00 
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・９月７日・14日㈭13:00-15:00 
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・９月６日㈬13:00-15:00
　入田分館
・９月12日㈫13:00-15:00
　嫗岳分館
・９月20日㈬13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・９月６日㈬13:30-15:30
　くたみたきのう館
・９月16日㈯13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

【納期限】 固定資産税３期、
国民健康保険税６期、介護
保険料・後期高齢者医療保
険料３期の納期限は10月
２日㈪です。期限内に必ず
納めましょう。

農業用廃プラスチック回収
　９月26日㈫に菅生育苗センターで回
収します。
　持ち込みの際は、「運搬車両の表示」

「書面の備え付け（携帯）」が法律で義務
付けられています。
時間　午前９時～午後３時
料金（税別）　農　家５円／ kg
　　　　　　法人格７円／ kg
　※印鑑持参のこと
問竹田市農政課　☎63-4805
　大分県農協豊肥事業部園芸課　☎63-1224
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

3 4 5 6
・稗田宰子先生お別れ会　9:00～

（佐藤義美記念館）
・元気フェスタ2017 12:00-15:30

（久住公民館）　内容：健康講演
会や各種体験コーナー

・「シンポジウム　豊後キリシタ
ンの展開と岡藩」　13:30～（竹
田市総合社会福祉センター）

・第70回大分県民体育大会（先行
競技）　別府市ほか

・荻の里温泉休館日 ・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所）  ☎63-3346（竹田

市心の相談支援事業所）※要
予約（相談日の前日午前中ま
で）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・人権学習学級　15:00～（市役

所本庁3階会議室）

10 11 12 13
・竹８シネマプロジェクト「昭

和 の 同 窓 会」 10:00-15:00（ ま

ちづくりたけた株式会社）

・松本地区合同敬老会 11:00～

開会（松本分館）

・第70回大分県民体育大会（主

日程）　別府市ほか

・第70回大分県民体育大会（主
日程）　別府市ほか

・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

17 18 敬老の日 19 20
・荻地域敬老会   9:00～開会（竹

田市荻福祉健康エリア）
・宮砥地区敬老会  10:30～開会
（宮砥分館）

・菅生地区祝敬老会  11:00～開
会（菅生分館）

・荻の里温泉休館日
・献血 10:00～16:00（竹田市総

合社会福祉センター）
・おはなしのへや 10:30～11:00

（竹田市立図書館えほんのへや）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯おんせ
ん市場休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・「Oita Starring Woman」地域カンファレンス

in竹田　10:00～13:00（まちづくりたけた㈱） 
☎097-529-8872（大分県女性起業家創出促進
事業事務局）

・年金相談［完全予約制］　10:00～15:00（竹田
市高齢者いきいき交流センター）

・大分県行政書士会無料相談会　13:00-16:00
（大分県行政書士会〔大分市〕）　☎097-537-

7089（大分県行政書士会事務局）
・9～10か月児乳児健診　13:15~受付（竹田市

総合社会福祉センター）

24 25 26 27
・「郷土の自然に親しみ植物を観察する会」－初秋

の「みそこぶし」までの観察　8:00市役所駐車場集
合　☎62-4100（竹田創生館）

・竹田市歩こう会「七ツ森古墳彼岸花鑑賞」8:20本
町マルショク前集合（バス往復運賃780円必要）☎
62-2501（山本）

・県下一斉司法書士法律相談（無料）10:00-15:00（豊
後大野市中央公民館）　☎097-532-7579（大分県
司法書士会）

・チャリティー民謡とおどりの祭典　12:00-16:00
（久住公民館くじゅうサンホール）

・ジャパンラグビートップリーグ　リーグ戦「キヤ
ノンイーグルスVSヤマハ発動機ジュビロ　14:00
キックオフ（大分銀行ドーム）　☎050-3786-2019

（大分県ラグビーフットボール協会）
・第28回豊の国ねんりんピック（主日程）　大分県

立総合体育館ほか

・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉センター） 

☎63-3346（ 竹 田 市 心 の 相 談
支援事業所）※要予約（相談日
の前日午前中まで）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第13回竹田市交通安全市民

大会　14:00～（久住公民館く
じゅうサンホール）

たけたん情報

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。  ㉄竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

月
間
・
そ
の
他

○発達障害福祉月間　○健康増進普及月間
○障害者雇用支援月間
○食生活改善普及運動
○オゾン層保護対策推進月間
○防災週間（8／30㈬～9／5㈫）
○自殺予防週間（9／10㈰～16㈯）
○動物愛護週間（9／20㈬～26㈫）
○秋の全国交通安全運動（9／21㈭～30㈯）
○自動車点検整備推進運動強化月間（～10/31㈫）
○夏の省エネキャンペーン（～9/30㈯） 

９月１日㈮から10日㈰までは
「屋外広告物適正化旬間」です
　竹田市では、広告物設置に対する意識
啓発を図るため、期間中、違反広告物の
是正指導や簡易除却を行います。
　良好な景観の形成と広告物による事故
防止のため、広告物の適正な表示にご協
力願います。
問竹田市建設課　道路管理係
　☎63-1111（内線247）

「鉄道近接工事」にご注意ください
　鉄道に関する事故は、一歩間違
えば脱線事故や感電事故等、大事
故を引き起こす可能性があります。
建物の建設・解体や樹木の伐採等、
線路に近接した作業を行う場合は、
ＪＲ九州にご相談ください。
問ＪＲ九州　大分鉄道事業部
　☎097-513-5853

本町バス停・古町バス停の休止のお知らせ
　竹田地区電線類無電柱化工事に伴う一部車
両通行止めにより、「本町バス停」と「古町バス
停」が利用できません。（利用者の皆さまには
大変ご不便をおかけいたします）
　休止期間　９月10日㈰～10月17日㈫
　　　　　　※変更の場合あり
問竹田市企画情報課　交通担当　☎63-4801
　大野竹田バス㈱　☎63-3151

■2017年10月上旬の主な予定
　10月１日㈰　・久住高原まつり・久住高原牛肉まつり　10:00-15:00（久

住町南登山口特設会場（星ふる館隣））
　10月７日㈯　・城原夜神楽大会　18:00-22:00（城原八幡社神楽殿）
　10月８日㈰　・城原八幡社秋季大祭　9:30-19:00（城原八幡社）
　10月９日㈪　・第60回荻地域体育祭　9:00~開会（荻小学校グラウンド）
　　　　　　　 ・「郷土の自然に親しみ植物を観察する会」－秋の祖母ト

レッキングコースを観察　8:00市役所駐車場集合　　　
☎62-4100（竹田創生館）
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歴
史
資
料
館

日
本
バ
チ
カ
ン
国
交
樹
立
75
周

年
記
念
事
業「
豊
後
キ
リ
シ
タ

ン
の
展
開
と
岡
藩
」展　

　

バ
チ
カ
ン
図
書
館
で
進
行
中
の

「
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
概
要

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
豊
後
岡

藩
」を
中
心
に
豊
後
キ
リ
シ
タ
ン
史

の
展
開
に
つ
い
て
紹
介
す
る
展
示
を

行
い
ま
す
。
竹
田
市
に
今
も
残
る
キ

リ
シ
タ
ン
史
料
か
ら
、
岡
藩
の
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制
の
実
態
を
読
み
解
い
て

い
き
ま
す
。

期
間　

９
月
24
日
㈰
ま
で　

※
月
曜

日
は
休
館
日

場
所　

旧
竹
田
市
立
図
書
館（
入
場

無
料
）

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

豊
後
キ
リ

シ
タ
ン
の
展
開
と
岡
藩
」

日
時　

９
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー（
参
加
無
料
）

内
容

①
基
調
講
演

　

豊
田
寛
三
氏（
大
分
大
学
名
誉
教

授
・
別
府
大
学
名
誉
教
授
）

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

豊
田
寛
三
氏（
前
掲
）・
佐
藤
晃
洋

氏（
大
分
県
教
育
庁
文
化
課
長
）・
大

津
祐
司
氏（
大
分
県
立
先
哲
史
料
館

長
）・
工
藤
心
平
氏（
竹
田
市
立
歴
史

資
料
館
）

問
竹
田
市
立
歴
史
資
料
館

☎
63
―

２
２
０
０

歴
史
資
料
館
か
ら
の
お
願
い

　

城
下
町
交
流
拠
点
施
設
建
設
事
業

に
伴
い
、
９
月
か
ら
歴
史
資
料
館
・

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
の
解
体
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。
工
事
開
始
直
前

よ
り
駐
車
場
と
外
ト
イ
レ
の
使
用
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
了
承
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
工
事
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
図
書
館
へ
の
引
越
し

に
伴
い
、
歴
史
資
料
館
の
電
話
番

号
は
63
―

２
２
０
０（
こ
れ
ま
で
の
63

―

１
９
２
３
は
廃
止
）と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
等
は
こ
ち
ら
の
番
号

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

展　
示

“
美
術
館
か
ら
の
お
く
り
も
の
”

地
域
美
術
館
体
験
講
座「
大
分

県
立
美
術
館
の
所
蔵
作
品
に
よ

る
地
域
特
別
展
」

　

大
分
県
立
美
術
館
の
所
蔵
作
品
か

ら
、
か
わ
い
い
生
き
物
、
ふ
し
ぎ
な

生
き
物
な
ど
、
み
ん
な
が
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
絵
画
や
彫
刻
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
郷
里
の
竹
田
で
初
公

開
と
な
る
田
能
村
竹
田
の
画
帖
な
ど

も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

期
日　

10
月
12
日
㈭
～
14
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
14

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場　

竹
田
市
役
所
久
住
支
所
３
階

「
久
住
高
原
美
術
館
」

内
容　

高
山
辰
雄
や
宇
治
山
哲
平
、

福
田
平
八
郎
ら
が
描
い
た
生
き
物
の

作
品
な
ど
を
紹
介

入
場
料　

無
料

※
期
間
中
は
竹
田
温
泉
花
水
月
か
ら

会
場
ま
で
無
料
送
迎
を
行
い
ま
す

問
大
分
県
立
美
術
館

☎
０
９
７
―

５
３
３
―

４
５
０
２

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

日
時　

11
月
２
日
㈭

肢
体
不
自
由
：
正
午
～（
午
前
11
時

30
分
か
ら
申
込
み
順
に
問
診
を
行
い

ま
す
）

聴
覚
障
が
い
：
午
後
１
時
30
分
～

（
正
午
か
ら
申
込
み
順
に
問
診
と
聴

力
検
査
を
行
い
ま
す
）

場
所　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

（
豊
後
大
野
市
役
所
２
階
）

内
容

〔
対
象
者
〕

①
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
い
方
、
ま
た
は
既
に
所
持

し
て
い
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級

を
変
更
し
た
い
方

②
義
肢
、
装
具
、
車
い
す
及
び
補
聴

器
等
の
補
装
具
費
の
支
給
を
受
け
た

い
方

③
補
装
具
が
、
処
方
ど
お
り
製
作
及

び
調
整
さ
れ
て
い
る
か
等
を
確
認
す

る
補
装
具
適
合
判
定
を
受
け
た
い
方

〔
診
療
科
目
〕

①
肢
体
不
自
由　

大
分
大
学
医
学
部

池
田
真
一
医
師

②
聴
覚
障
が
い　

後
藤
耳
鼻
咽
喉
科

医
院　

後
藤
治
典
医
師

費
用　

受
診
料
・
診
断
書
料
は
無
料

申
込
期
限　

10
月
６
日
㈮
ま
で

※
予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

・
問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が

い
福
祉
係　

☎
63
―

４
８
１
１（
内
線

１
５
４
）

労
務
管
理
・
経
営
管
理
改
善
セ

ミ
ナ
ー

  

「
業
務
の
効
率
化
」「
作
業
負
担
の
軽

減
」等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
り
、
従

業
員
の
採
用
・
定
着
に
成
功
す
る
方

法
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時

会
場　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
２
０
１

会
議
室（
大
分
市
金
池
南
１
丁
目
５

番
１
号
）

講
師　

特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
中

小
企
業
診
断
士　

清
成
真
一
氏

定
員
等　

50
名（
参
加
無
料
）

申
込
締
切　

10
月
11
日
㈬　

※
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
締
切
後
も
受
け

付
け
ま
す

・
問
大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎･

FAX  

０
９
７
―

５
３
８
―

９
１
２
３

Ｅ
メ
ー
ル saichinup@

oct-net.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w.oita-
saichin.jp/

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　

登
記
、
境
界
問
題
、
人
権
問
題
、

成
年
後
見
、
遺
言
書
作
成
等
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
１
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所　
〔
大
分
市
会
場
〕コ
ン
パ
ル

ホ
ー
ル
３
階
３
０
２
会
議
室
ほ
か

（
大
分
市
府
内
町
１
丁
目
５
番
38
号
）

／〔
佐
伯
市
会
場
〕大
分
地
方
法
務
局

佐
伯
支
局（
佐
伯
市
野
岡
町
２
丁
目

たけたん

情 報

９月号
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13
番
25
号
）

受
付
期
間
等　

９
月
１
日
㈮
か
ら
28

日
㈭
ま
で　

※
電
話
に
よ
る
予
約
制
、

無
料・

問〔
大
分
市
会
場
〕大
分
地
方
法

務
局
総
務
課　

☎
０
９
７
―

５
３
２

―

３
１
６
１（
担
当　

杉
浦
・
平
林
）

／〔
佐
伯
市
会
場
〕大
分
地
方
法
務

局
佐
伯
支
局 

☎
０
９
７
２
―

24
―

０
７
７
２（
担
当 

松
崎
）

悩
ま
ず　

ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

　

全
国
一
斉
の「
個
別
労
働
紛
争
処

理
制
度
周
知
月
間
」の
取
り
組
み
と

し
て
、
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
労
働

条
件
等
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

受
付
時
間　

平
日　

午
前
９
時
か
ら

午
後
８
時（
来
所
の
受
付
は
午
後
６

時
30
分
ま
で
）／
土
日　

午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時（
来
所
の
受
付
は
午

後
４
時
ま
で
）

相
談
方
法  

①
電
話
相
談  

☎
０
９
７

―

５
３
６
―

３
６
５
０（
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
）

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

５
２
５
１

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

５
２
４
１

②
来
所
相
談　

大
分
県
労
働
委
員
会

事
務
局（
大
分
県
庁
舎
本
館
７
階
）

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
、
平
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
労
働
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

参
加
者
募
集

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」ホ
ー
ム
ビ

ジ
タ
ー
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
は
、
未
就
学

児
の
い
る
ご
家
庭
に
、
週
１
回
２
時

間
程
度
子
育
て
経
験
者
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
）が
訪
問

す
る
イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
家
庭
訪
問
型

子
育
て
支
援
で
す
。
育
児
の
悩
み
の

傾
聴（
話
を
聴
く
）や
家
事
や
育
児
の

協
働（
と
も
に
何
か
を
す
る
）を
親
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
す

る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
活
動

で
す
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
養
成
講
座（
全

８
回
）を
受
講
し
、
子
育
て
経
験
を

生
か
し
て
、
子
育
て
に
頑
張
っ
て
い

る
お
母
さ
ん
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　

子
育
て
経
験
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も　

※
原
則
と
し
て
全

日
程
に
出
席
で
き
る
方
で
、
終
了
後

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
で
き
る
方

募
集
人
数　

６
名
程
度

講
座
日
程　

10
月
５
日
～
11
月
22
日

（
全
８
回
）

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

９
月
25
日
㈪
ま
で

問
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト「
夢
と
ん
ぼ
」　

☎
０
８
０
―

５
７
９
２
―

５
４
５
７
ま

た
は
☎
63
―

１
１
８
６

竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
63
―

４
８
１
１

今
年
も「
ひ
ま
わ
り
号
」を

運
行
し
ま
す

  

「
電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
て
旅
を
し
た

い
」と
い
う
障
が
い
を
持
つ
方
々
の

思
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、「
竹
田

市
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
会
」で

は
年
1
回
バ
ス
旅
行
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
今
回
は「
神
話
の
里
め
ぐ
り
」

を
テ
ー
マ
に「
ひ
ま
わ
り
号
」を
運
行

し
ま
す
。

日
時　

11
月
5
日
㈰　

午
前
8
時
30

分
出
発　

午
後
5
時
帰
着
予
定

目
的
地　

豊
後
大
野
市
三
重
町　

内

山
観
音（
蓮
城
寺
）千
体
薬
師
像
／
宮

崎
県
日
向
市　

大
御
神
社　

ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ル
と
さ
ざ
れ
石

募
集
人
数　

利
用
者
40
名　

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
50
名　

計
90
名

参
加
費　

大
人　

３
千
円
／
高
校
生

以
下　

１
千
円

申
込
締
切　

9
月
30
日
㈯　

※
定
員

に
達
し
次
第
締
切

・
問
第
13
回
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号

を
走
ら
せ
る
会　

☎
63
―

１
４
６
４

（
佐
藤
）

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
63
―

１
５
４
４（
担
当　

志
賀
）

知
れ
ば
も
っ
と
大
分
が
好
き
に
な
る
！

 「
第
５
回
し
ん
け
ん
大
分
学
検
定
」

　

大
分
県
の
こ
と
を
、
あ
な
た
は
ど

れ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？
し
ん

け
ん
大
分
学
検
定
は
、
県
内
の
歴
史

を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
の
検
定
問

題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
大

分
の
多
面
的
な
魅
力
を
知
り
、
地
域

に
対
す
る
誇
り
や
自
信
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
高

得
点
の
方
に
は
大
分
県
知
事
賞
と
し

て
、
竹
田
市
の
竹
藝
家
・
中
臣
一
さ

ん
が
制
作
し
た
竹
製
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

贈
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
３
日（
金
・
文
化
の
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

大
分
合
同
新
聞
社
本
社
ほ
か

定
員　

２
０
０
名（
中
学
生
を
除
く

15
歳
以
上
）

検
定
料　

３
千
円
※
学
生
及
び
20
歳

未
満
は
２
千
円

応
募
期
間　

８
月
１
日
～
９
月
30
日

（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

申
込
方
法　

大
分
学
検
定
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
か
ら
申
込
み
、
ま
た
は
受
験
案

内
に
記
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
届
出
。
受
験
案
内
は
竹
田

市
企
画
情
報
課
、
各
支
所
地
域
振
興

課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
一
般
社
団
法
人
大
分
学
研
究
会　

☎
０
９
７
―

５
３
８
―

９
７
３
１

たけたん情報

平成29年度大分県女性起業家創出促進事業
～ビジネスアイデアを形に～

『Oita Starring Woman』地域カンファレンス in 竹田
あなたの“好き”や“得意”なことをビジネスにしてみませんか？

仲間・先輩・サポーター・支援機関が繋がる
『女性起業家ネットワーク（主催：大分県）』のスタートです！

◆対象者・“好き”や“得意”なことを仕事にしたい方
　　　　・地域で起業している女性とつながりたい方
　　　　・起業について情報を集めたい方
　　　　・起業を支援する窓口や支援情報（補助金・助成金など）を知りたい方
◆開催日：9月20日㈬ 午前10時～午後１時（交流タイム含む）
◆内容
　・トークセッション
　　テーマ『するどい感性で地域を元気に！』
　　ナビゲーター：田中アイ（イメージアップコンサルタント）
　　ゲストスピーカー： 穴井 優（デザインユニットanaikim、
　　　フリーペーパー「ヒタスタイル」制作）
　　　オーノユキヨ（音スキンシップアーティスト「JINTA ッタ」
　　　（ジンタッタ））
　・印象力アップミニ講座、自己紹介ワーク
　・地域支援策紹介、交流タイム（名刺交換会）　　　　　
◆参加費：無料
◆定員：50名　※申込先着順受付、定員に達し次第受付終了
◆会場：まちづくりたけた㈱“アグル”（竹田市大字竹田町572-2古町kitto2階）
　　　　※「竹田温泉 花水月」駐車場をご利用ください。
◆申込方法：①ＷＥＢ申込（QRコードよりアクセス）
　　　　　　②電話申し込み（下記推進チーム事務局）　
◆問合せ：大分県女性起業家創出促進事業　事務局 
　　　　　（合同会社アイ．ジー．シー内）
　　　　　☎097-529-8872　FAX097-529-9770
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年　
金

後
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

過
去
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
も
申
し

込
み
に
よ
り
、
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
平
成
30
年
９
月
ま
で
）。
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
増
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
次
の
①

ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
す
。

①
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
忘
れ
た
期
間
が
あ
る
方（
任
意

加
入
中
の
保
険
料
も
該
当
し
ま
す
）

②
５
年
以
内
に
未
加
入
の
期
間
が
あ

る
方（
任
意
加
入
の
対
象
と
な
る
期

間
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

※
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
方
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

問
日
本
年
金
機
構
大
分
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

消
費
者
行
政

鍵
の
出
張
修
理
業
者
に
注
意

　

玄
関
ド
ア
の
鍵
の
調
子
が
悪
い
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た

サ
イ
ト
の
修
理
業
者
に
電
話
を
し
、

料
金
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が「
見

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
」と
言
わ

れ
、
名
前
と
住
所
を
尋
ね
ら
れ
た
の

で
教
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
不
安

に
な
っ
た
の
で
今
回
は
や
め
る
、
と

伝
え
た
と
こ
ろ「
も
う
作
業
員
が
向

か
っ
て
い
る
」と
言
わ
れ
、
出
張
費

１
万
円
を
請
求
さ
れ
た
、
と
い
う
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
業
者
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
し
て
出
張
費
全
額

の
支
払
い
を
求
め
る
よ
う
で
す
が
、

や
り
取
り
の
内
容
に
よ
っ
て
は
出
張

費
を
支
払
う
必
要
は
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
不
安
に
思
っ
た
と
き
は
一

旦
電
話
を
切
っ
て
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
） 

☎
63
―

４
８
３
４ 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
月
～
金 

平
日
の
み
）　

大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
） 

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

訪
問
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

専
門
知
識
と
経
験
の
あ
る
健
康
相

談
員（
保
健
師
・
看
護
師
・
管
理
栄

養
士
の
い
ず
れ
か
）が
ご
自
宅
を
訪

問
し
、
健
康
管
理
や
日
常
生
活
な
ど

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
あ
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
案
内
文
書
を

お
送
り
し
、
電
話
で
訪
問
日
時
を
お

伺
い
し
ま
す
。　

対
象
者　

後
期
高
齢
者
で
案
内
文
書

が
届
い
た
方

実
施
時
期　

平
成
30
年
２
月
ま
で

（
予
定
）

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

１
７
７
１

（
代
表
）  

竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・

高
齢
者
医
療
係  

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
７
９
）

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
所
得
の
低
い
方
に
対
し
て

制
度
的
な
対
応（
軽
減
税
率
の
導
入
）

を
行
う
ま
で
の
間
、
暫
定
的
・
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で

す
。
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
４

月
に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

平
成
28
年
度
臨
時
福

祉
給
付
金（
３
千
円
）の
支
給
対
象
者

支
給
額　

１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

申
請
受
付　

10
月
23
日
㈪
ま
で

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
管
理
係

☎
63
―

４
８
１
１

環
境
衛
生

ご
み
分
別
表
を
お
使
い
の
方
へ

　

次
の
分
別
表
を
お
使
い
の
方
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
竹
田
直
入
広
域
連
合
は
、
現

在
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
分

別
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
竹
田
市

市
民
課
環
境

衛
生
係
☎
63
―

４
８
２
１
ま
た

は
竹
田
市
清
掃

セ
ン
タ
ー
☎
68

―

２
８
１
９
に

お
願
い
し
ま
す
。

「いっしょにすごそう」
サービスガイドマップ

　竹田市自立支援協議会では、市
内の障がい福祉サービス提供事業
所やサービス内容等を記載した
サービスガイドマップを作成しま
した。サービスの利用を検討され
ている方はぜひご覧ください。
問竹田市社会福祉課　障がい福祉係
　☎63-4811
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講　
習

平
成
29
年
度
消
防
設
備
士
法
定
講
習

対
象
者

①
平
成
27
年
度
に
資
格
を
取
得
し
た

消
防
設
備
士（
２
年
目
講
習
）

②
平
成
24
年
度
に
法
定
講
習
を
受
け

た
消
防
設
備
士（
５
年
目
講
習
）

③
法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け

て
い
な
い
消
防
設
備
士

申
請
方
法　

受
講
対
象
者
に
は
、
申

請
書
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
転
居
等

で
届
い
て
い
な
い
方
は
、
消
防
本
部

（
局
）及
び
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協

会
に
備
え
付
け
の
申
請
書
用
紙
を
受

領
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
申
請
書
に

は
講
習
手
数
料
と
し
て
、
受
講
す
る

区
分
ご
と
に
大
分
県
収
入
証
紙
７
千

円
を
貼
付
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈮
～
９
月
22

日
㈮・

問（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会（
大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12

番
10
号
）　

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
２
５

高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習

日
時　

10
月
２
日
㈪　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時
10
分
／
３
日
㈫　

午

前
８
時
15
分
～
午
後
４
時
45
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

（
豊
後
大
野
市
役
所
２
階
）

※
受
講
料
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
が
８
名
以
下
の
場
合
は
中

止
と
し
ま
す
。

・
問（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部　

☎ 

０
９
７
４
―

26
―

４
１
１
５

FAX  

０
９
７
４
―

26
―

４
１
４
６

試　
験

平
成
29
年
度
第
２
回
危
険
物
取

扱
者
試
験

日
時　

11
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
試

験
開
始（
大
分
大
学
の
み
午
後
２
時

試
験
開
始
）

試
験
会
場
・
試
験
種
類

大
分
大
学
…
（
午
前
）甲
種
・
乙
種

（
４
種
以
外
の
す
べ
て
）・
丙
種

（
午
後
）乙
種
第
４
類
の
み

別
府
市
立
青
山
中
学
校
・
県
立
中
津

東
高
校
・
県
立
日
田
林
工
高
校
・
県

立
三
重
総
合
高
校
・
県
立
佐
伯
豊
南

高
校
・
県
立
国
東
高
校
…
甲
種
・
乙

種（
全
類
）・
丙
種

※
試
験
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

願
書
配
布
先　

竹
田
市
消
防
本
部
／

県
内
各
消
防
本
部
／
県
消
防
保
安
室

／（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部

受
付
期
間　
〔
電
子
申
請
〕９
月
17
日

㈰
～
９
月
30
日
㈯　

※
24
時
間
受
付

〔
書
面
申
請
〕９
月
20
日
㈬
～
10
月
３

日
㈫　

※
月
～
金（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

願
書
提
出
先
・
問
合
せ　
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県

支
部（
〒
８
７
０
―

０
０
２
３　

大

分
市
長
浜
町
２
丁
目
12
―

10　

昭
栄

ビ
ル
２
階
）　

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

０
４
２
７

平
成
29
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
の
持
っ
て

い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検

定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の
国

家
検
定
制
度
で
す
。
大
分
県
で
は
全

職
種
に
お
い
て
４
万
６
７
０
４
名
が

合
格
し
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
試
験
は
毎
年
１
回
実
施
。

特
級
・
１
級
及
び
単
一
等
級
の
合
格

者
に
は
厚
生
労
働
大
臣
名
、
２
級
及

び
３
級
の
合
格
者
に
は
都
道
府
県
知

事
名
の
合
格
証
が
交
付
さ
れ
、「
技

能
士
」と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

10
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮

・
問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

技
能
検
定
課　

☎
０
９
７
―

５
４
２
―

３
６
５
１

たけたん情報

講習日 講習会場 講習区分

10月４日㈬ 大分県教育会館
（大分市下郡）

消火設備
（１類・２類・３類）

10月５日㈭ 大分県教育会館
（大分市下郡）

警報設備
（４類・７類）

10月６日㈮ 大分県教育会館
（大分市下郡）

避難設備・消火器
（５類・６類）

10月13日㈮ 大分県日田総合庁舎
３階会議室

警報設備
（４類・７類）

10月は「みんなで延ばそう健康寿命」推進月
間です。
　健康寿命を延ばす３つの鍵で健康寿命
日本一の大分県を目指しましょう！
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学
生
・
職
員
募
集

防
衛
大
学
校
学
生

募
集
学
生

①
防
衛
大
学
校
学
生
一
般（
前
期
）

②
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

③
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

対
象　

高
卒（
見
込
み
）で
21
歳
未
満

の
男
女

受
付
期
限　

９
月
29
日
㈮

試
験
日
・
場
所

①
防
衛
大
学
校
学
生
一
般（
前
期
）　

11
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰　

亀
の
井
ホ

テ
ル（
別
府
市
）

②
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

北
九
州
予

備
校
大
分
校（
大
分
市
）

③
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

10
月
14
日
㈯　

大
分
中
小
企
業
会
館

（
大
分
市
）

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田

地
域
事
務
所　

☎
63
―

３
３
２
０

大
分
県
社
会
福
祉
事
業
団
職
員

（
総
合
職
）

募
集
職
種

①
支
援
業
務
ま
た
は
事
務
業
務　

約

30
名

②
看
護
師（
免
許
取
得
見
込
不
可
） 

若
干
名

③
作
業
療
法
士（
免
許
取
得
見
込
不

可
）　

若
干
名

④
管
理
栄
養
士（
免
許
取
得
見
込
不

可
）　

若
干
名

受
験
資
格

※
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
者

○
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

○
高
等
学
校
卒
業
以
上（
見
込
不
可
）

の
者

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者
ま

た
は
平
成
30
年
３
月
末
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
者

第
１
次
試
験
日　

10
月
22
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
５
時

会
場　

大
分
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

４
階　

大
ホ
ー
ル

申
込
方
法　

申
込
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
事
務

局
で
受
け
取
り
、
郵
送
ま
た
は
持
参

に
よ
り
申
込
み

申
込
締
切　

10
月
６
日
㈮
午
後
５
時

必
着・

問
社
会
福
祉
法
人
大
分
県
社
会

福
祉
事
業
団
事
務
局（
大
分
市
大
津

町
２
丁
目
１
番
41
号
）

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
３
１
６

イ
ベ
ン
ト

い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

都
市
緑
化
月
間（
10
月
１
日
～
31

日
）の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

「
い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ

Ｙ
」を
開
催
し
ま
す
。
苗
木
や
花
の

種
の
無
料
配
布
、
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
、

豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
な
ど
、

緑
に
つ
い
て
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
考

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

期
日　

10
月
２
日
㈪　

※
雨
天
決
行

受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

（
閉
園
は
午
後
９
時
）

会
場　

県
営
都
市
公
園
内
ハ
ー
モ

ニ
ー
ラ
ン
ド

参
加
方
法  

無
料
で
入
園
で
き
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
ま
す
。
当
日
は

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入
口
チ
ケ
ッ
ト

売
り
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
証

明
書
等
は
不
要
で
す
。
※
駐
車
料
金

は
別
途
必
要

問
大
分
県
公
園
・
生
活
排
水
課

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

４
６
６
４

大
分
県
農
林
水
産
祭「
お
お
い

た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ
」

〔
水
産
部
門
〕

日
時　

10
月
７
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分
／
８
日
㈰　

午

前
９
時
～
午
後
３
時

会
場　

別
府
市　

亀
川
漁
港

内
容　

産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
、
ブ
リ

の
つ
か
み
取
り
な
ど

問
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
業
管
理
課

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
９
１
４

〔
農
・
林
業
部
門
〕

日
時　

10
月
14
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
／
15
日
㈰　

午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　

別
府
市　

別
府
公
園

内
容　

農
林
水
産
物
の
販
売
、
も
の

づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
マ
グ
ロ
の

解
体
シ
ョ
ー
ほ
か

問
大
分
県
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会

事
務
局（
大
分
県
農
林
水
産
部
地
域

農
業
振
興
課
）

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
５
８
２

10月１日から１週間は
「法の日」週間です

　10月１日は「法の日」です。法の役割や
重要性について考えるきっかけにしても
らおうと、大分地方・家庭裁判所では、
成年被後見人に対する賃金の返還を題材
とした「模擬民事調停」と「無料法律・人
権相談」を行います。

〔模擬民事調停〕
日時　10月12日㈭　午後１時30分～３
時　※午後１時から受付
場所　大分地方・家庭裁判所大会議室

（大分市荷揚町7-15）
定員　先着50名まで（電話による申込先
着順）

〔無料法律・人権相談〕
日時　10月13日㈮　午前９時30分～11
時、午後１時～２時30分
場所　アイネス２階大会議室（大分市東
春日町１番１号　Ns大分ビル１階）

・問大分地方・家庭裁判所事務局総務
課庶務係　☎097-532-7161（内線612）
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「
人
権
」と
は
、
人
間
が
人
間
ら

し
く
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の

権
利
で
、
人
種
、
民
族
、
年
齢
や

性
別
等
を
超
え
て
す
べ
て
の
人
に

共
通
し
た
権
利
で
す
。
し
か
し
、

現
実
に
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
障

が
い
の
あ
る
人
、
同
和
問
題
等
の

様
々
な
人
権
問
題
が
あ
り
、
現
在
、

国
や
地
方
公
共
団
体
等
が
、
そ
の

解
決
を
目
指
し
て
各
種
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
平
成
27

年
に
は
、
日
本
は
高
齢
者
率
26
・

７
％
と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。
竹
田
市
で
は
平
成
29

年
7
月
で
高
齢
化
率
44
・
45
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
生

か
し
、
仕
事
や
地
域
に
お
け
る
活

動
な
ど
で
積
極
的
に
社
会
参
加
し

て
い
る
高
齢
者
や
働
く
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
の
雇
用
を
推
進
す
る
企

業
な
ど
も
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力
人

口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、

働
く
意
欲
と
能
力
を
持
つ
高
齢
者

が
年
齢
に
関
わ
り
な
く
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
人
だ
け

で
な
く
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
非

常
に
有
益
で
す
。

　

し
か
し
、
誰
で
あ
れ
、
年
齢
を

重
ね
れ
ば
、「
老
い
」に
よ
り
身
体

面
や
精
神
面
に
衰
え
が
生
じ
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
に

よ
っ
て
は
生
活
の
介
助
が
必
要
に

な
っ
た
り
、
以
前
の
よ
う
に
で
き

な
く
な
る
こ
と
や
、
物
忘
れ
・
記

憶
ち
が
い
な
ど
が
増
え
、
そ
れ
が

と
き
に
失
敗
や
誤
解
を
招
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。こ
う
し
た「
老

い
」を
理
由
に
高
齢
者
の
尊
厳
を

軽
視
す
る
態
度
を
と
っ
た
り
、
疎

外
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
介
護
や
福
祉
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し
、
家
庭

や
介
護
施
設
な
ど
に
お
け
る
虐
待

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

養
護
者(

高
齢
者
の
世
話
を
し
て

い
る
家
族
・
親
族
・
同
居
人)

が

介
護
負
担
の
ス
ト
レ
ス
や
経
済
的

困
窮
な
ど
か
ら
虐
待
に
走
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
や
、
自
覚
の
な
い
ま

ま
虐
待
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

高
齢
者
の
安
全
を
最
優
先
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

○
高
齢
者
の
定
義
は
、
公
的
機
関
が
行
う

人
口
調
査
・
高
齢
者
医
療
制
度
・
高
齢
者

虐
待
防
止
法
で
は
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※
参
考
文
献
　
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
制
作『
と
も
に
生
き
る

時
代
へ
』（
高
齢
社
会
と
人
権
か
ら
）

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
９
０
）

高齢 者の人権について
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「地元で働いてみませんか？」
求人情報  

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101
①生活支援員１人21万円
②営業１人13.2〜20万円
③配送および作業員１人17〜20万円
④販売１人20〜24万円
⑤弁当配達スタッフ１人12.5万円
⑥ホールスタッフ１人19〜26万円
⑦大型運転手１人21万円
⑧機械保全１人14.6万円
⑨保育士１人14.4万円
⑩配管工１人20〜23万円
⑪運転手１人17.5〜32.5万円
⑫養豚管理者１人15.5〜25万円

〔パート求人〕（時給）
⑬ショップスタッフ１人800円
⑭接客係１人750〜800円
⑮経理担当１人800円
⑯ホームヘルパー１人1020円
⑰洗い場・メンテ・清掃１人750円
⑱配達係１人800円
⑲営業事務員１人750円
⑳食品製造１人715〜750円
㉑事務員１人800円
㉒配膳・接客１人900円
㉓売店スタッフ１人755円
㉔カウンタースタッフ１人1500〜2000円

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
大
分
開
催
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
国
内
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
試
合

が
大
分
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
内
最

高
峰
リ
ー
グ
の
戦
い
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　

9
月
24
日
㈰　

午
後
2
時

キ
ッ
ク
オ
フ

場
所　
大
分
銀
行
ド
ー
ム

対
戦
カ
ー
ド　
リ
ー
グ
戦
第
5
節　

キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル
ス 

対 

ヤ
マ
ハ

発
動
機
ジ
ュ
ビ
ロ

入
場
料

　

中
央
席　

一　

般
：
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
高
：
１
２
０
０
円

　

自
由
席　

一　

般
：
１
８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
高
：　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

ペ
ア
券
：
３
０
０
０
円

※
大
分
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出

ま
す
。問【チケット】大分県ラグビー

フットボール協会
ＴＥＬ　050-3786-2019
E-mail:orfu.tl@gmail.com

【シャトルバス】大分県ラグ
ビーワールドカップ2019推
進室
ＴＥＬ　097-506-2082
ＦＡＸ　097-506-1725

国
内
最
高
峰
の
戦
い
が
大
分
に
！

「
第
13
回
人
権
を
守
る
市
民
の
集

い
」が
8
月
16
日
、
久
住
公
民
館
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所
教
授
の

奥
田
均
さ
ん
が
講
演
。
奥
田
さ
ん
は

根
強
く
残
る
部
落
差
別
の
現
実
や
国

際
的
な
人
権
運
動
の
高
ま
り
な
ど
に

つ
い
て
話
し
、
来
場
者
に
と
っ
て
改

め
て
人
権
問
題
を
考
え
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

人権問題を身近に考えて
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休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

休日及び夜間の在宅当番医院

９月の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
1㈮ 佐藤医院 ☎68-2005 16㈯ 大久保病院 ☎64-7777

2㈯ 大久保病院 ☎64-7777 17㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

3㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈪ 大久保病院 ☎64-7777

4㈪ 道全内科 ☎63-2270 19㈫ 志賀内科 ☎63-2083

5㈫ 志賀内科 ☎63-2083 20㈬ 秦医院 ☎63-2246

6㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 21㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

7㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 22㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304

8㈮ 古島眼科 ☎63-2407 23㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

9㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈰ 大久保病院 ☎64-7777

10㈰ 大久保病院 ☎64-7777 25㈪ 道全内科 ☎63-2270

11㈪ 道全内科 ☎63-2270 26㈫ 志賀内科 ☎63-2083

12㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 27㈬ 大久保病院 ☎64-7777

13㈬ 志賀内科 ☎63-2083 28㈭ 伊藤医院 ☎75-2222

14㈭ 柚須医院 ☎63-2016 29㈮ 柚須医院 ☎63-2016

15㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 30㈯ 大久保病院 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

9／ ３㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎76-0008
9／10㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
9／17㈰ 竹田市荻歯科診療所　 ☎68-3263
9／18㈪ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
9／23㈯ 竹下歯科医院 ☎62-2662
9／24㈰ 歯科筑紫医院 ☎76-0024

　※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

９／２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
９／３㈰ 豊後大野市民病院
９／９㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
９／10㈰ みやわき小児科
９／16㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
９／17㈰ 豊後大野市民病院
９／18㈪ 豊後大野市民病院
９／23㈯ 豊後大野市民病院
９／24㈰ 豊後大野市民病院
９／30㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／１㈰ 豊後大野市民病院
10／７㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／８㈰ 豊後大野市民病院
10／９㈪ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

　

つ
ら
い
時
や
悲
し
い
時
、
誰
か
に

話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
心
が

軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

傾

聴
と
は
先
入
観
を
持
た
ず
、
否
定
も

助
言
も
せ
ず
、
お
話
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
心
を
楽
に
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
願
う
。
そ
ん
な
心

を
癒
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
傾
聴
３
３

会
で
す
。

　

会
は
平
成
25
年
５
月
、
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
修
了
者
で
発

足
し
ま
し
た
。
養
成
講
座
の
２
期
生
、

３
期
生
も
加
入
し
、
現
在
43
名
の
会

員
が
い
ま
す
。
傾
聴
希
望
者
の
お
宅

を
会
員
２
名
で
訪
問
し
、
毎
回
、
１

時
間
ほ
ど
の
お
話
を
お
聴
き
し
ま

す
。  

　

費
用
は
無
料
で
、
お
聴
き
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
守
秘
義
務
を
遵
守

し
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
現
在
、
訪
問
し
て
い
る
事
例
は

高
齢
者
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、
障

が
い
者
の
方
や
、
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
な
ど
に
も
訪
問
し
て
い
ま
す
。

「
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
気

持
ち
が
落
ち
着
き
、
考
え
が
ま
と
ま

り
、
生
き
る
力
が
湧
き
、
元
気
に
な

り
ま
し
た
。」な
ど
傾
聴
活
動
が
心
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

傾
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
竹
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー（
☎
63
―

１
５
４
４
）に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市民が主役！

健康一直線
第３回　こころを癒す傾聴ボランティア

傾聴３
さ ん

３
さ ん

会
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【一般の本】
・嵯峨野花譜（文芸春秋）　　　　　　　　　　　　葉室　　麟
・終りの日々（みすず書房）　　　　　　　　　　    高橋たか子
・腐れ梅（集英社）　　　　　　　　　　　　　　　澤田　瞳子
・とるとだす（新潮社）　　　　　　　　　　　　　畠中　　恵
・夫・車谷長吉（文芸春秋）　　　　　　　　　　　高橋　順子
・手島圭三郎全仕事（絵本塾出版）「手島圭三郎全仕事」編集委員会
・野菜（リトルモア）　　　　　　　　　　　　　　細川　亜衣

【子どもの本】
・かいけつゾロリのかいていたんけん（ポプラ社）　原　ゆたか
・いえのおばけずかん　ざしきわらし（講談社）　　斎藤　　洋
・おさるのよる（講談社）　　　　　　　　　　　いとうひろし
・ノラネコぐんだんパンこうじょう（大型絵本）
　（白泉社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　工藤ノリコ
・いちにちじごく（ＰＨＰ研究所）　　　　　　ふくべあきひろ

　他100冊ほど入りました。

９

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新図書館のコーナーご紹介

新刊のご案内

　

開
館
し
て
以
来
た
く
さ
ん

の
来
館
者
で
大
賑
わ
い
の
毎

日
で
す
。

  「
広
く
な
っ
た
ね
ー
」「
居
心
地

が
い
い
で
す
」と
嬉
し
い
言
葉

を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

快
適
な
図
書
館
へ
ぜ
ひ
一

度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
の
へ
や
」　

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
30
分
～
11
時　

お
は
な
し

ひ
ろ
ば

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
・
土
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

司書おすすめの一冊

　第157回芥川賞受賞、文学界新人
賞作品。会社の出向により移り住ん
だ岩手で、ただひとり心を許した同
僚の日浅。主人公の交差する追憶と
現実。「震災について書いておかな
いと他のものが軽薄になると思っ
た」という作者の処女作です。

　名作絵本を新装版でお届けするシ
リーズ。
　創作絵本の第一人者である太田大
八さんの郷愁をそそる絵が何とも言
えません。
　大人になったら何してるかな？あ
なたの20年後はどうしているでしょ
うか？

　久住町白丹出身の作家「安藤盛」。明治
26年に久住に生まれ久住小学校を卒業。
大分県立農学校水産科で学んだ後、樺太、
シベリア、中国を経て大正2年頃台湾に
渡った。ジャーナリストから作家の道へ
進み13冊の著作を残しています。
　この本は放浪の作家「安藤盛」の人生を
たどりつつ、彼が海外で出会った「から
ゆきさん」の嘆きと望郷の声を盛の作品
を通じて再現しようと試みた一冊です。

「影裏」
沼田　真佑（文芸春秋）

「ともだち」  太田   大八（講談社）

「放浪の作家、安藤盛と
「からゆきさん」」

青木　澄夫（風媒社）

一般の本

子どもの本

郷土の本

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

　

入
り
口
を
入
る
と
す
ぐ
に
３

つ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
並
ん
で
い

ま
す
。
こ
こ
は
本
の
貸
出
、
返

却
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス（
調
べ
も

の
）な
ど
、
皆
さ
ん
が
ま
ず
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
司
書
が

応
対
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

う
し
ろ
に
は
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。

　

上
の
面
だ
し
し
て
い
る
最
新

号
は
借
り
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
予
約

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
い
つ

で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
気
に
入
り
の
雑
誌
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
ね
！

雑誌コーナー

サービスカウンター
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↑市場の好況が続くうちに次の手を

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

竹
田
市
の
農
村
経
済
を
支
え
る
米
、
椎
茸
、
そ
し

て
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
園
芸
野
菜
や
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
な
ど
の
路
地
野
菜
。
さ
ら
に
は
花
き
や
カ

ボ
ス
、
サ
フ
ラ
ン
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
大
切
な
作
目

ば
か
り
だ
が
、
特
に
気
に
か
か
っ
て
い
た
の
は
畜
産

で
あ
っ
た
。

　

私
が
市
長
に
な
る
直
前
、
市
場
価
格
は
平
均
で

35
万
円
弱
。
最
高
価
格
が
70
万
円
を
超
え
る
と
み
ん

な
羨
望
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
た
も
の
だ
。
そ
の

後
、
ご
案
内
の
と
お
り
畜
産
は
口
蹄
疫
に
悩
ま
さ
れ

市
場
価
格
の
低
迷
に
追
い
討
ち
を
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
畜
産
農
家
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張

り
抜
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
て
４
年

ほ
ど
前
か
ら
市
況
は
好
転
し
た
。
平
成
26
年
度
は

55
万
円
を
越
え
、
27
年
度
は
65
万
円
、
そ
し
て
昨
年

度
は
つ
い
に
81
万
円
と
夢
の
大
台
を
突
破
し
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
場
は
空
前
の
好
況
を
呈
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
管
内
の
畜
産
農
家
で
は
や
め

る
人
が
出
始
め
て
い
る
。
価
格
が
い
い
だ
け
に
、
こ

こ
で
頭
数
を
増
や
し
て
頑
張
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
も

い
る
の
だ
け
れ
ど
、
全
体
で
み
る
と
飼
育
頭
数
は
現

状
を
維
持
す
る
の
が
や
っ
と
。
原
因
は
高
齢
化
で
あ

る
。
い
く
ら
価
格
が
良
く
て
も
、
よ
る
年
波
に
は
勝

て
ず
と
い
う
こ
と
か
。
畜
産
農
家
数
が
減
少
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

市
場
が
好
況
を
続
け
て
い
る
畜
産
を
、
未
来
に
向

け
て
も
希
望
の
持
て
る
産
業
と
し
て
伸
ば
し
て
い
け

る
方
法
は
な
い
の
か
。

　

新
た
な
企
画
と
し
て
、
畜
産
農
家
を
後
押
し
で
き

る『
黒
い
ダ
イ
ヤ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
３
年
間
で
20
万
円
を
会
費
と
し
て
納
め
れ
ば
ブ

ラ
ン
ド
牛
や
農
産
物
が
届
け
ら
れ
る
。
久
住
高
原
ま

つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
で
き
る
と
い
う
特

典
が
あ
る
一
方
で
、
畜
産
農
家
も
会
費
の
一
部
か
ら

支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
基
金
が

活
か
さ
れ
て
竹
田
市
の
畜
産
が
広
い
範
囲
で
注
目
さ

れ
、
幸
い
に
20
組
を
越
え
る
会
員
が
集
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
も
っ
と
直
接
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て

畜
産
農
家
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
は
な
い

か
。
新
た
な
戦
略
を
模
索
し
続
け
て
数
年
が
経
っ
た
。

　

そ
し
て
、「
つ
い
に
私
は
牛
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
る
こ
と
を
決
め
た
」

　

市
場
で
子
牛
を
購
入
し
て
信
頼
の
お
け
る
畜
産
農

家
に
す
べ
て
を
委
ね
る
と
い
う
方
法
だ
。

　

こ
う
し
て
私
は
、
昨
年
つ
い
に
子
牛
を
手
に
入
れ

た
。
ち
な
み
に
そ
の
子
牛
の
名
前
は「
か
つ
じ
の
13
」。

本
当
の
話
だ
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
名
前
を
つ
け
た
の

か
農
家
に
た
ず
ね
た
ら
、「
あ
ん
た
の
名
前
を
つ
け
た

ら
運
が
回
っ
て
き
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」と
笑
い
な
が
ら

答
え
て
く
れ
た
。

　

そ
の「
か
つ
じ
の
13
」が
無
事
に
子
牛
を
産
ん
だ
。

昨
年
の
秋
の
こ
と
で
、
名
前
は「
か
つ
じ
の
15
」と
さ

れ
た
。
か
つ
じ
の
13
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
に
は
ず
っ

と
か
つ
じ
の
名
前
を
引
き
継
が
せ
る
こ
と
に
し
よ
う

と
話
し
合
っ
た
。

　

こ
う
し
て
産
ま
れ
た
子
牛
は
10
か
月
ほ
ど
飼
育
さ

れ
て
市
場
で
売
ら
れ
る
。
当
初
か
ら
の
契
約
で
、
売

れ
た
金
額
の
お
よ
そ
４
割
が
私
に
配
当
さ
れ
る
。
残

り
の
６
割
は
飼
育
を
担
当
す
る
農
家
の
手
取
り
だ
。

　

実
は
先
月
17
日
、
つ
い
に
か
つ
じ
の
15
が
市
場
に

か
け
ら
れ
た
。
ま
さ
に
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
娘（
実

際
に
私
が
育
て
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
）を
嫁
に
出

す
よ
う
な
気
分
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
て
。
か
つ
じ
の
15
の
価
格
は
市
場
平
均
の

68
万
円
を
越
え
て
73
万
円
だ
っ
た
。
鹿
児
島
の
畜
産

農
家
が
競
り
落
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
の
私
の

取
り
分
は
29
万
円
で
、
飼
い
主
の
友
人
は
44
万
円
を

手
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
調
子
で
い
く
と
第
3
子
ま
で
順
調
に
行
け
ば

私
は
原
資
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
十
分

だ
。
定
期
貯
金
し
た
以
上
の
利
子
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
か
ら
。
そ
し
て
何
よ
り
、「
牛
の
オ
ー
ナ
ー
と

し
て
の
楽
し
み
も
授
け
ら
れ
る
」の
だ
か
ら
。
そ
の
あ

と
、
か
つ
じ
の
13
は
そ
の
ま
ま
友
人
の
も
の
に
な
る
。

こ
う
す
れ
ば
、
友
人
は
初
期
投
資
の
大
き
な
リ
ス
ク

を
伴
う
こ
と
な
く
増
頭
が
図
ら
れ
る
。

　

市
場
が
好
調
で
あ
れ
ば
、
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
も
、

畜
産
農
家
に
と
っ
て
も
楽
し
み
な
制
度
で
あ
る
。

　

結
果
を
聞
い
て
野
田
副
市
長
が
言
っ
た
。「
私
も
早

速
オ
ー
ナ
ー
に
な
り
ま
す
」。
笑
い
の
渦
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

発
想
の
転
換
で
畜
産
農
家
を
応
援
す
る

畜
産
農
家
に
な
っ
た
私
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誕
生
お
め
で
と
う

７
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

　

光
を
遮
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い

標
高
６
０
０
ｍ
ほ
ど
の
高
原
地
帯
。

夕
日
の
赤
い
光
を
長
く
た
く
さ
ん
浴

び
る
こ
と
の
で
き
る
竹
田
の
ミ
ニ
ト

マ
ト
は
、
よ
り
栄
養
価
が
高
く
、
鮮

や
か
な
赤
色
の
小
さ
な
果
実
は
は
じ

け
る
よ
う
な
食
感
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。

　

猪
野
精
一
郎
さ
ん（
荻
町
政
所
・

50
歳
）。
7
年
前
に
脱
サ
ラ
を
し
て
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家
に
転
身
し
た
。「
先

祖
代
々
の
土
地
を
守
り
、
ど
う
す
れ

ば
地
域
に
貢
献
で
き
る
か
を
考
え

た
」と
猪
野
さ
ん
。
義
両
親
の
指
導

の
も
と
、
12
㌃
の
畑
に
ハ
ウ
ス
を
建

て
始
め
た
ト
マ
ト
栽
培
は
、
毎
日
が

不
安
の
連
続
だ
っ
た
そ
う
で
、「
機

械
に
疎
い
私
を
地
域
の
方
が
目
を
か

け
て
く
れ
、
農
機
具
の
修
理
、
さ
ら

に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
を
耕
し
て
く

れ
た
」と
感
慨
深
そ
う
に
話
し
た
。

  
「
脱
サ
ラ
で
い
き
な
り
農
業
を
始
め

る
の
は
無
理
だ
ろ
う
」と
言
わ
れ
る

の
が
悔
し
か
っ
た
猪
野
さ
ん
。
営
業

で
培
っ
た
数
字
へ
の
貪
欲
さ
で
農
業

に
か
か
る
経
費
や
所
得
な
ど
を
す
べ

て
数
値
化
、
生
計
を
立
て
ら
れ
る
か

判
断
し
た
そ
う
で
、「
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
。
義
両

親
や
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
地
元

の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、
土

壌
や
肥
料
等
の
管
理
デ
ー
タ
を
自
分

な
り
に
作
成
、
併
せ
て
経
費
削
減
に

も
取
り
組
む
こ
と
で
農
業
所
得
を
増

や
し
た
」と
語
る
。

　

現
在
は
20
㌃
ま
で
栽
培
面
積
を
広

げ
、
10
㌃
当
た
り
の
収
量
は
８
㌧
に

上
る
。
猪
野
さ
ん
は
就
農
し
て
か
ら

今
日
ま
で
を
振
り
返
り「
総
売
上
よ

り
利
益
重
視
。
そ
し
て
し
っ
か
り
と

し
た
デ
ー
タ
を
残
す
こ
と
が
大
事
」

と
話
す
。「
こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年

先
を
見
据
え
た
と
き
、
後
継
者
や

新
規
就
農
者
が
増
え
る
こ
と
が
理

想
。
就
農
へ
踏
み
出
す
一
歩
に
、
私

が
作
成
し
た
デ
ー
タ
が
参
考
に
な
れ

ば
」と
話
し
、「
一
緒
に
切
磋
琢
磨
し

て
、
荻
町
、
竹
田
市
の
農
業
に
活
気

を
生
み
出
し
た
い
」と
力
強
く
語
る
。

研
究
を
重
ね
、
収
量
10
㌧
を
目
指
し

て
い
る
猪
野
さ
ん
。
真
っ
赤
な
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
実
ら
せ
る
太
陽
の
よ
う
に
、

熱
く
ま
っ
す
ぐ
な
眼
差
し
で
話
し
て

く
れ
た
。

「竹田うまれ」……竹田で育まれた７種類の作物を紹介
https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

↑猪野さんが一から作り上げた管理データ

名
水
、
高
原
、
ヒ
ト
の
愛
。

竹
田
市
が
育
む
、
た
お
や
か
で
滋
味
深
い
作
物
た
ち
。

第
３
回　

ミ
ニ
ト
マ
ト
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（地域・自治会）

　

山
地
の
落ら
く

葉よ
う

樹じ
ゅ

林り
ん

の
林り
ん

床し
ょ
う

に
生

育
す
る
高
さ
80
㌢
ほ
ど
の
多
年
草

で
す
。
地ち

下か

茎け
い

は
白
く
太
く
て
多

く
の
節ふ
し

が
あ
っ
て
横
に
這は

い
ま
す
。

茎く
き

は
根こ
ん

茎け
い

の
先
か
ら
発は
つ

芽が

し
一
本

立
ち
に
直ち
ょ
く

立り
つ

し
ま
す
。

　

鋸き
ょ

歯し

の
あ
る
葉
は
長
い
柄え

の
先

に
５
枚
の
小し
ょ
う

葉よ
う

か
ら
な
る
、
て
の

ひ
ら
状じ
ょ
う

複ふ
く

葉よ
う

で
す
。
小し
ょ
う

葉よ
う

は
長ち
ょ
う

楕だ

円え
ん

形け
い

で
大
き
な
も
の
で
長
さ
20
㌢
、

幅
が
６
㌢
ほ
ど
で
す
。
普
通
３
個

の
複ふ
く

葉よ
う

が
輪り
ん

生せ
い

し
ま
す
。

　

夏
の
頃
、
超ち
ょ
う

長な
が

い
花か

柄へ
い

を
伸
ば

し
、
そ
の
先
端
に
放ほ
う

射し
ゃ

状じ
ょ
う

に
な
っ

た
球
形
の
散さ
ん

形け
い

花か

序じ
ょ

に
径
３
㍉
ほ

ど
の
小
さ
い
淡た
ん

黄お
う

緑り
ょ
く

色し
ょ
く

の
花
を
多

数
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
あ
と
、
径

５
㍉
ほ
ど
の
赤
く
熟じ
ゅ
く

し
た
果
実
を

つ
け
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
葉
の
形
が
ト
チ

ノ
キ
に
似
て
い
て
、
根こ
ん

茎け
い

が
朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人に
ん

参じ
ん

と
同
じ
健け
ん

胃い

・
強き
ょ
う

壮そ
う

の
薬や
っ

効こ
う

が
あ
る
と
い
わ
れ
栃ト
チ

葉バ

人ニ
ン

参ジ
ン

の
名

が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
祖
母
山
系
や
く
じ
ゅ

う
山
系
の
林
内
で
観
察
さ
れ
ま
す
。

花
期
は
６
月
か
ら
８
月
で
す
。 阿孫  久見

第150回

トチバニンジン（ウコギ科）

郷土の植物
（341）


